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【開催日】 令和元年９月６日 
 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午後５時３分 
 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 岡 山  明 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 恒 松 恵 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 藤 岡 修 美 

委 員 森 山 喜 久   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 

議  長 小 野  泰 副 議 長 矢 田 松 夫 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 経済部長 河 口 修 司 

経済部次長兼農

林水産課長 
深 井  篤 

農林水産課農林

係長 
平  健太郎 

農林水産課参与 多 田 敏 明 水道事業管理者 今 本 史 郎 

水道局副局長兼

総務課長 
原 田 健 治 

水道局次長兼業

務課長 
伊 藤 清 貴 

水道局総務課課

長補佐 
岡  秀 昭 

水道局総務課財

政係長 
渡 邊 亮 治 

水道局業務課課

長補佐 
羽 根 敏 昭 

水道局業務課主

査 
武 野 一 茂 

水道局工務課長 伊 東 修 一 
水道局工務課技

監 
江 本 浩 章 

水道局浄水課長 西 山 洋 治 
水道局浄水課主

幹 
飯 田 栄 二 
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公営競技事務所

長 
桶 谷 一 博 

公営競技事務所

副所長 
井 上 正 満 

公営競技事務所

主任主事 
長 村 知 明 

公営競技事務所

主任主事 
村 上 良 平 

建設部長 森  一 哉 
建設部次長兼土

木課長 
森 弘 健 二 

下水道課長 井 上 岳 宏 下水道課技監 藤 岡 富士雄 

下水道課小野田

水処理センター

所長 

光 井 洋 一 
下水道課管理係

長 
西 﨑   大 

下水道課計画係

長 
熊 川   整 

下水道課課長補

佐 
兼 本 浩 二 

下水道課維持係

長 
金 田   健   

 

【事務局出席者】 
 

局  長  沼 口  宏 書  記 光 永 直 樹 

 

【審査事項】 

１ 議案第６６号 平成３０年度山陽小野田市水道事業決算認定について 

（水道） 

２ 議案第６７号 平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業決算認定について

（水道） 

３ 議案第８２号 平成３０年度山陽小野田市水道事業会計未処分利益剰余金 

の処分について（水道） 

４ 議案第８３号 平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業会計未処分利益 

剰余金の処分について（水道）  

５ 請願第１号  旭町地域における農用地区域内の農地除外に関する請願書 

６ 議案第６４号 平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計 
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歳入歳出決算認定について（公営） 

７ 議案第６２号 平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計歳入歳出 

決算認定について（下水） 

８ 議案第６３号 平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入 

歳出決算認定について（下水） 

９ 議案第５７号 平成３０年度山陽小野田市駐車場事業特別会計歳入歳出 

決算認定について（都市） 

10 議案第６１号 平成３０年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計歳 

入歳出決算認定について（農林） 

11 議案第７７号 山陽小野田市森林環境整備基金条例の制定について 

（農林） 

 

午前９時 開会 

 

中村博行委員長 おはようございます。定刻になりましたので、ただいまより

産業建設常任委員会を開催いたします。今日の審査はお手元にあります

ように順次進めていきたいと思います。それでは、審査番号１番、議案

第６６号平成３０年度山陽小野田市水道事業決算認定について、まず執

行部の説明を求めます。 

 

今本水道事業管理者 おはようございます。それでは議案第６６号平成３０年

度山陽小野田市水道事業決算について、決算書に沿って概要を説明させ

ていただきます。決算の概況につきましては、決算書１３ページ以降に

記載しております。１３ページをお開きください。概況の（１）の総括

事項というところでございます。有収水量につきましては、近年横ばい

となっておりましたが、今年度は前年度から約３万立方メートルの減少

となり、７４２万６，００５立方メートルとなりました。収益的収支に

係る税抜きの損益は決算書６ページで御説明をいたします。１項及び２

項の営業収益と３項及び４項の営業費用との差引営業利益は４，９８８

万３，５９０円。営業収支比率は１０３．８％となりました。５項及び
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６項の営業外収益と９項の簡水特別利益には非現金制の長期前受金戻入

など合計で７，６７４万円余りを計上いたしております。結果、当年度

純利益として下から４行目になりますが７，２３８万９，７８０円が生

じました。さらに、その他未処分利益剰余金変動額２億７５１万２，２

３１円が計上されますが、これは会計処理上の数字にすぎません。新規

でキャッシュは発生しておりませんので、御注意いただきたいと思いま

す。以上により１番下のところですが、当年度未処分利益剰余金は、２

億７，９９０万２，０１１円となります。利益処分については、別途議

案で御審議いただきます。次に、資本的収支につきましては前のページ

になりますが、４ページ、５ページを御覧ください。下のほうの段の支

出につきましては、建設改良費として浄水場や管路整備に６億８，００

０万円余りの投資を行い、これに企業債償還金を合わせた支出総額は約

１０億３，２８３万６，１５０円となりました。これに対する財源、資

本的収入は、企業債の新規借り入れ、２億２，３４０万円に加え、工事

負担金、県交付金等の総額２億８，３６６万２，４１１円となりました。

結果、差し引き７億４，９１７万３，７３９円の不足が生じましたが、

５ページ、下の欄の段階で記載のとおり、積立金を２億７５１万２，２

３１円取り崩して補填いたしております。以上が平成３０年度決算の概

要でございます。詳細につきましては、副局長の原田から説明をさせま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 おはようございます。副局長の原田です。それ

では、説明をさせていただきます。まず決算書１８ページを御覧くださ

い。（１）業務量ですが、表右端の「対前年度比較」により説明いたし

ます。給水人口は４６８人減で給水戸数は７２戸増です。（２）は、有

収水量及び料金収入の口径別内訳及び前年度比較です。有収水量は、口

径２０及び７５ミリの需要は増加しましたが、使用者の約９割を占める

口径１３ミリで前年度比９８．７％となったことにより、全体では前年

度を３万立方メートルあまり下回ることになりました。決算書１９ペー

ジ（３）事業収入に関する事項は収益的収入のことです。表右端の「対



5 

 

前年度増減」を中心に説明いたします。水道料金は、約１８万円の減収

です。加入金も１９１万円の減少となっております。上水、簡易水道と

も長期前受金戻入を非現金性の収入として計上しております。簡易水道

特別利益（過年度損益修正益）も同種の収入です。以上、収入合計は約

１，６７５万円増となり、表の一番下、右から３列目にありますように

１４億５，２７１万８，９３０円となりました。次に決算書２０、２１

ページの（４）事業費に関する事項は支出の部のことです。２１ページ

の表右端の「対前年度増減」を中心に説明いたします。表中段の職員の

人件費は、退職者２名に対しての退職金の支払と、工業用水道事業との

会計間異動に伴う平均年齢が上がったことにより大きく増加しておりま

す。動力費は、電力使用量の増加及び燃料調整費の上昇により増加して

おります。少し下がりまして、負担金は、厚東川ダム関連の共同事業の

負担金が１，５００万円以上大きく減少しております。修繕費は、主に

高天原浄水場の転落防止柵等の設置工事費により増加しております。減

価償却費は、次に説明いたします資産減耗費の増加により減少しました。

資産減耗費は平成２９年度までに行った送水管改良工事に伴う除却を、

平成３０年度にまとめて行ったことにより大量除却となったため、大き

く増加しております。次に営業外費用のところです。支払利息は、長期

借入の企業債利息のみですが、ここ数年の低金利で減少しております。

特別損失は、過年度水道料金の漏水減免、誤調定及び遅延損害金です。

以上、収益的支出合計は２１ページの表、右下にありますとおり、約１

億５，６００万円増の１３億８，０３２万９，１５０円となります。次

に６ページの損益計算書を御覧ください。先ほどの収支の結果をまとめ

たものとなります。当年度純利益は下から４行目のとおり、７，２３８

万９，７８０円となります。なお、消費税納付額は３，３６５万６，１

００円です。次に決算書３５ページの資本的収入です。企業債は２億２，

３４０万円を新規で借入れ、これに負担金や補助金を含めた収入合計は

表の一段目のとおり２億８，３６６万２，４１１円です。次に、３６、

３７ページの資本的支出を御覧ください。上水道建設改良費として、主

には管路改良工事を行いました。内訳は、送水管１路線、配水管１５路
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線ほかとなっております。また、前年度からの繰越工事は、備考欄の工

事名の横に括弧書きで記載をしております。平成３０年度は３件で、約

９，７８０万円となります。３７ページですが、企業債償還は、上水、

簡易水道とも定期償還のみです。以上、支出合計は３６ページ表の一段

目のとおり１０億３，２８３万６，１５０円となりました。ここまで、

資本的収支の明細を説明いたしましたので、これより、収支全体につい

ての説明をいたします。決算書４、５ページを御覧ください。下段の資

本的支出には、先ほどの前年度繰越分約９，７８０万円が決算額に含ま

れております。５ページの翌年度繰越額のとおり、建設改良費予算額の

うち２，７５４万円は次年度へ繰り越しております。表の欄外を御覧く

ださい。支出と収入との差引きは７億４，９１７万３，７３９円の不足

となりますが、この補塡については記載のとおり、今年度の損益勘定留

保資金等では不足しますので、減債積立金を２億７５１万２，２３１円

取り崩して対応しました。決算書８、９ページ貸借対照表を御覧くださ

い。注記②④⑥に損益外の引当金（貸倒引当金、退職給付引当金、賞与

引当金）の取崩し経理について明示しております。さらに、注記⑦とし

て当年度未処分利益剰余金に説明を追加しております。別紙の資料３ペ

ージを並べて御覧ください。貸借対照表の対前年度比較を記載しており

ます。借入金残高は、負債の部の、固定負債と流動負債における、それ

ぞれの企業債の合算となり、５０億４，７３１万３，６８４円となりま

す。これは、年間の給水収益の３．８倍に相当し、依然高い水準にあり

ます。これに対して、資本の部の利益剰余金合計は、正味約７億４，９

７８万円となります。利益剰余金には、一部非現金性のものが含まれま

す。運転資金ですが、資産の部、流動資産と負債の部、流動負債の差引

きが約１１億円ありますので、当面資金ショートの心配はございません。

流動資産のうちの現金預金の残高は、決算書２６ページのキャッシュフ

ロー計算書と合致しております。引続き、キャッシュフロー計算書を御

覧ください。下から３行目の資金増加額では１億７，０５８万円余り資

金量が減少しております。資料２ページを並べて御覧ください。資料下

段の説明書きのとおり、正味のキャッシュフローを※印の項目の未収・
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未払等を除外して再計算しております。その結果、資金増加額が１６億

１，２４２万６，４９８円となります。このことから、平成３０年度の

事業活動通じて、１億３，５１２万２，４５１円の資金が減少いたしま

した。これは前年度繰越工事を行ったことに加え、企業債の借入額を抑

えるために、資金を使用したことがその原因です。以上が平成３０年度

水道事業会計の決算についての説明となりますので、御審議をいただき

ますようよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 いろいろ御説明をいただきました。どっからいこうかと思う

んですけど、１番最初に総括的な説明がありました予算書の１３ページ

から見ていただきましょう。それでは１３ページ、最初にありました総

括的な概況ですよね。総括ですから、ほかと重複する部分ももちろんあ

ると思いますけども。 

 

河﨑平男委員 有収率の関係でありますが、これは１００％に近いほうがいい

んかいね。（「うん、そうやね」と呼ぶ者あり）それからすると、前年

からずっと比較してどうなんですか。減っているということで、何か原

因か何かがあるんですか。 

 

今本水道事業管理者 これは実際に、浄水場から配水した量と各家庭の水道メ

ーターでどれぐらいの量がいったかという率なんですけども、今言いま

したように１００％に近いほうがいいというのはそうなんですけど、実

際、水の配水量というのは機械で測っておりまして、機械の誤差もあり

ますし、漏水というのもございます。漏水は発見され次第、水道局で工

事はしておりますけども、そういうことも含めて、有収率の向上につい

ては、気を配っておるとこでございますけども、なかなかこの原因とい

うのがはっきり分からないというのが実情でございます。機械的な率に

ついても５％とか１０％の誤差というのもございますので、当然計算す

るときにはその辺の誤差も含めて計算をするというのが全国的な通例に

なっておりますので、できるだけ１００％に近いという目標がございま
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すけども、これといって良い手立てがないというのが現状でございます。

ただ漏水については、一生懸命対応しているという状況でございます。 

 

中村博行委員長 昨年よりも若干数値的には悪くなっているというか減ってい

ますよね。漏水というのがあるかと思います。例えば火事の消火とかそ

ういったものも入るんですよね。（「はい」と呼ぶ者あり）漏水も随分

いろんな手立てをされていると思うんですけど、具体的に何かあります

かね。 

 

伊東水道局工務課長 漏水は、定期的に目視で市内のパトロール、巡視はして

おりますけど、市民の方からの通報で分かるということが多いです。そ

して通報があり次第調査して早急に修理の対応をしております。 

 

中村博行委員長 管路の老朽化とかあるいは耐震化といったような、そういう

比率があろうかと思うんですけども、それは県とか全国に比べてどうい

う状況ですか。 

 

伊東水道局工務課長 全国の修繕の集計というのは把握しておりませんけど、

うちでは平成３０年度は宅地内の給水管で水道局が負担する修繕が１１

５件、それから道路上の給水管が１５１件、水道局の道路上の配水管が

５５件発生しております。２９年度よりは少し減少しております。 

 

中岡英二委員 有収率のことでお聞きします。平成２７年から３０年にわたっ

て、あまり８５．９と８６．６とそんなに変わってないんですが、その

原因が先ほど漏水それと、もう一つメーターの不感などが原因とありま

すが、メーターの不感とはどういうことか御説明ください。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 メーター不感につきましては、メーターが正常

に動かなくなるということです。計量法でメーターを８年で交換するよ

うにはなっており、その間は正常に稼働するようになっては何らかの状
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況によって動かなくなったり、動きが悪くなったりとかいうようなこと

もあるということです。 

 

藤岡修美委員 口径ごとで増えたり減ったりしている状況が、総括に書いてあ

りますけども、１３ミリと４０ミリが減って、２０ミリと７５ミリが増

えたのはどのように分析されています。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 小口径、１３ミリと２０ミリにつきましては、

トータルするとやっぱり減っています。これは人口減とか、それから節

水機器の普及等があろうかと思います。大口径で２５ミリ以上につきま

しては、企業の景気動向になります。これによって水を使ったり使わな

かったりとかいうような形で使用水量が増えたり減ったりしています。

これによって前年度に比べての増減というのはあります。詳細なものに

ついては、一応分析はしているんですが、それも申し上げたほうがよろ

しいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）まず、食料飲料関係につき

ましては、客足の増減とか、製品出荷量の増減とかが主な原因ではなか

ろうかと思っております。それから、化学石油製品関係につきましては、

化学製品の中でも特殊製品の需要については堅調に推移してきている状

況で、後、国内経済の堅調さにより出荷量の増加というのも原因として

ある模様です。ただ、輸出関連につきまして、北米それから欧州及び東

アジアの地政学リスクの影響によって海外においては堅調と言いがたい

状況にあります。後、石油関連つきましては、需要の低迷というのが大

きな原因として挙がってくると思います。それから窯業と鉄鋼非鉄金属

につきましては、国内における建設用鋼材の販売が堅調に推移しており

ますが、海外における需要の不透明感によって減少している状況にあり

ます。それから金属関係につきましては、自動車業界の堅調さによる製

品販売量の増加が大きな原因で水需要が伸びているのではなかろうかと

思います。一般機械につきましては、特殊製品、これは日本の得意分野

といいますか、そこは堅調に推移していることが大きな原因として挙げ

られます。それから電気電子、機械器具関係につきましては、ハイブリ
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ット自動車や家庭用電力の蓄電システムへの活用等、新しい社会インフ

ラ構築への活用が顕著になってきているということで増加してきていま

す。後、その他の業種につきましては、再生水の利用というのがありま

して、今まで使っていた水を再利用することで、水の使用量が減少した

ということはあると分析しております。 

 

岡山明副委員長 企業の意見書の５ページにあったんですけど、有収率が平成

２７年度から２７、２８、２９、３０年度と今年まであるんですけど、

その中で今有収率が今回３０年度８５．９ということで、毎年見たら下

がってきているという状況なんですよ。これは、４年ずっと下がってい

るというのは、私は数字的に問題があるんじゃないかと思っているので、

その辺お聞きたいんですけど。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 おっしゃるとおり有収率がなかなか向上できな

いということで、これを水道局としても大きな問題と捉えております。

この有収率というのは、管路の老朽化と密接な関係がございまして、管

の老朽化に対してきちんとした更新工事をやっていかないと新しく水道

管を入れ替えるということですけど、こういったことを計画的にやって

いかないと解消されないものだと思っております。今現在、料金収納の

中でこういった更新工事をやっておるところですが、水道局としては、

年間約６億２，０００万円の工事をやっていかないと、これでも約８０

年掛かるわけなんですけど、なかなか更新が計画どおりできないだろう

ということでありましたが、それに伴う財源がまだ確保できておりませ

ん。そのため、今、年間５億円ぐらいの工事しかできないということで、

どうしても約２割程度の管路の更新工事が後回しになってきているとい

う形になっておりまして、それに伴う漏水等が恐らく発生しているんで

はないかなと思います。こういったことによって、有収率がなかなか向

上できないということで、やはり基本的には施設をきちんと計画的に更

新していくことが一番必要だろうと思っております。なかなか現状では、

財源確保の面で厳しいというところがございます。 
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岡山明副委員長 今、質問が総括なんですけど、結局アセスメントによると、

今の１．２５％、８０年間で更新できるだろうという状況の中で、今回

まだ更新も進んでいない中でトータルとしてなかなか難しいので有収率

が下がってきているということでよろしいですかね。 

 

中岡英二委員 概況で総収益は微増となったものの、総費用が前年度を大きく

上回っているということですが、意見書の中の９ページを見ますと、確

かに資産減耗費というのが９５０．５％、その説明も次のページではさ

れていますが、この動力費と薬品費がこれも動力費が１１３．３、薬品

費も１１６．２と増えていますが、これは事故等の何か関係ですか。説

明してください。 

 

西山水道局浄水課長 動力費ですけど、これは９割方がポンプに掛かる運転の

費用なんです。昨年度はポンプの運転が多かったために増えたというこ

とです。薬品費については、川の状態でいろいろと変わりますので、昨

年渇水が多かったために、水質の状態が悪く増えたとなっております。 

 

中村博行委員長 それでは総括的ですから、また後で重複するかもしれません

けども、個別にページを追っていきましょう。説明があった順からいき

ましょうか。まず、６ページの損益計算書の中で営業利益は１０３％と

いうことでありました。総括的には個別にまた聞いてください。ちょっ

と戻ります。４、５ページの資本的収支、これは収益と資本がごちゃま

ぜなっていますけど関連がありますので、説明の順にいきます。 

 

河﨑平男委員 資本的支出で決算が１０億３，２８３万６，１５０円に対して、

次年度繰り越す不用額は２，７５４万円ということでありますが、この

理由は何ですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 今の御質問につきましては、この不用額が出た
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理由ということでよろしいですか。翌年度繰越額の理由でございますか。

（「そうですね」と呼ぶ者あり）これにつきましては、平成３０年度に

予定しておりました工事の一部を平成３１年度に繰り越したというもの

があるということでございます。 

 

河﨑平男委員 その繰り越しについては、例えば、時期的なものとか何か要因

があるんじゃないんですか。その辺をちょっと聞きたいんですが。 

 

伊東水道局工務課長 工事の繰り越しについての説明ですが、一つは労災病院

線という配水管の改良工事、１工区２工区に分けて施行したんですが、

２工区の施工に当たって、広範囲な断水を伴うということがありまして、

時期的に水需要の少ない冬の時期、１２月から３月ぐらいの間に施行し

ようということで発注を計画しておりました。しかし、年度末で交通整

理員とか舗装の業者さんというのが、どうしても確保できなかったもの

で、２月に発注して５月まで工期を延ばして、ようやく交通整理員と舗

装の業者さんを確保したということで繰り越しをしております。それと

もう１件は、浄水場の中で西見配水池への送水管の改良工事を行ったん

ですけど、実際に掘削し、管の状況をメーカーの方に見ていただくと、

当初の工法では難しいだろうということで、特殊な工具、それからそれ

に伴う材料の再手配を伴いまして工期を延長しております。 

 

中村博行委員長 資本的収市には、収入はもう限られているということで工事

関係でずっと取られていることでしょうけど。 

 

恒松恵子委員 同じく予備費の２，０００万円が使われてないのは、急な工事

がなかったと解釈してよろしいんでしょうか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 おっしゃるとおりでございます。 

 

中村博行委員長 それでは、１８、１９ページ。先ほども少しありましたけど
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も、個別でここの中で何かありますか。 

 

藤岡修美委員 業務量の表で、給水戸数が７２戸増えたのに給水人口が４６８

人減ったっていうのはどのように分析されていますか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 給水人口は、市全体として逓減的に減ってきて

おります。今の時代ではこういった状況なるのは仕方がないのかなと思

っております。一方で今、山口東京理科大学の関係で、学生が新しく住

まれる方が増えられて、そういった形で新規御契約の方がたくさん出て

きていらっしゃるのも間違いございません。ただそういった方々は単身

でおられますので、給水戸数だけは伸びていくという形になっていると

いうことだろうと思います。 

 

岡山明副委員長 確認で口径ですね。２０ミリと７５ミリが前年比でずっとい

くと、この部分がずっと増えてきているという状況で、７５ミリの対象

となる企業さんは何社ぐらいあるか分かりますか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 ７５ミリの対象が５８社です。 

 

岡山明副委員長 ５８社で毎年５％ずつぐらい上昇しているんですけど、その

辺は、今挙げた５８社の各企業の水量が増えているのか、新しく企業さ

れてそこで給水されるのかその辺分かりますか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 口径７５ミリを使用する新しい企業っていうと、

なかなか入ってこないのが現状です。今回、口径７５ミリの水道一つメ

ーターが増えてはいます。また、先ほど藤岡議員の質問で企業の経営状

況というところでお話しさせていただきましたが、企業ですから当然浮

き沈みあります。その中で７５ミリの企業については今、堅調に推移し

てきているという状況と御理解いただければ思います。 
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岡山明副委員長 それとあと１３ミリと２０ミリ、今回局長から話があった広

域に関して宇部は２０ミリが今主流として進んでいるという話をされま

したので、そういう意味で、山陽小野田市もこのまま毎年５％ずつ新し

い新築の建屋ができるという状況の中で、５％ずつ伸びてはいるけど、

まだ１０％もいかないという状況なんですけど、山陽小野田市は８％と

宇部市は１３ミリと２０ミリで格差があるんですけど、その辺の掌握は

今後、広域ということで比率は大体同じような感じですか。何か宇部の

ほうが何か２０ミリが多いような話を聞いたんですけど。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 申し訳ないんですけど、数字は把握しておらな

いんですが、宇部市さんは今、合計１３ミリのメーターから２０ミリの

メーターへの切り替えをかなり積極的にやっていらっしゃるようで、山

陽小野田市より２０ミリの口径のメーターの比率のほうが高いであろう

というふうに思っております。 

 

恒松恵子委員 業務量の下の給水原価が去年に比べて１９．９％上がっており

まして、それが以前おっしゃられた水道事業広域化につながっていくと

思うんですが、供給単価と原価の差がどんどん少なくなってきておりま

すし、今後給水原価についてはどのように見込んでいらっしゃるんでし

ょうか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 このたび、給水原価が上がったというのは、収

益的支出の増が原因でございます。いわゆる、資産減耗費が増加した関

係で結果的には、それが給水原価に反映されてきたということになって

おりまして、これについては今年度平成３０年度における、特別な状況

でございます。また、来年度どうなるとはっきり言えませんけど、恐ら

く、また平成２９年度に近い形に戻っていくのではないかなというふう

に思っております。 

 

中村博行委員長 それでは、次、２０、２１ページ。 
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森山喜久委員 ２０、２１ページのところで、修繕料の関係が先ほどの転落防

止柵等の設置で上がったという話があったんですけれど、実際水道局の

でいったら平成２９年１２月に事故で職員が亡くなったという痛ましい

事故があったと思いますし、昨年の５月も確か薬剤の流出事故があった

と思うんですけど、とりあえずハード面の対策がどのようなものをされ

たのか、２２、２３ページにも掛かってくるかもしれませんけど教えて

もらえますか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 まず先ほど申されましたとおり、平成２９年の

１２月３０日に高天原浄水場におきまして、再任用職員がちんでん池に

転落して死亡するという、誠に痛ましい事故が発生いたしました。水道

局では、このような事故を二度と起こすことがないように、職員の安全

確保のための対策を講じてきております。対策としましては、高天原浄

水場におきましては、事故発生まで柵が設置されていなかった４か所の

ちんでん池、それから汚泥池というのがあるんですが、これに転落防止

柵を設置しております。２９年度、３０年度で、工事しておりますけど、

またほかに沈殿池３か所に歩廊も追加設置しております。またハード面

においては、もう１か所、鴨庄浄水場でございますが、これは今年度、

令和元年度に沈殿池及び着水井に転落防止柵を設置する予定としており

ます。次に、ＰＡＣ流出事故の関係でございます。これは、ＰＡＣがど

ういうものかと言いますと、水中の汚れを吸着するための薬品でござい

ますけど、これが浄水場の場外に漏れるという事故が、平成３０年５月

１５日に発生しております。この事故原因が、高天原浄水場にあります

２基のＰＡＣ貯蔵タンクのうち、補充するタンクへの切替えバルブが切

り替わっていなかったということで、十分まだ残量があるタンクに、Ｐ

ＡＣを補充したために、タンクからそのＰＡＣが溢れ出て外部に流出し

たということでございます。そのため、このたびハード面の整備としま

しては、仮に人為的なミスがあったとしても、漏れた液が外に流出しな

いように、防液提を設置しております。あわせて、何らか職員が気が付
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かなかったことも前提にしまして、水位センサーも取り付けております。

当然こういったことがないように、職員に対してはきちんと作業前の確

認をやることなどは徹底をしております。以上でございます。 

 

森山喜久委員 ハード面の設置と作業前の確認ということでお聞きしたんです

けど、あとハード面は今、防止柵とかセンサー設置で対応されているとい

うことなんですけど、あとやはり人が回っていくということで、例えば２

人１組でやっているとかライフジャケットは必ず着用するとか、そういっ

た対応はどのようになっているのかを確認させてもらえたらと思うんです

が。 

 

西山水道局浄水課長 ソフト面に関しては、作業手順書の見直し、作成、月１

回の職員安全教育等を行っております。また、ライフジャケット着用の

件ですが、池に転落の可能性がある作業については、着用して行ってお

ります。 

 

森山喜久委員 特にライフジャケットを着ている着ていないで大分違ってくる

中で、実際、水道局だけではないんですけど、一般的に先般も大雨が降

って大雨洪水警報出た中で、警報当番に出られた職員がライフジャケッ

トを着ていないなという気づきもあった中で言えば、例えば、水道局で

警報当番に出られる時があるかどうか分からないんですけれど、浄水場

での勤務はもちろんなんですけれど、現場サイドに、漏水とか警報の関

係で出た時にライフジャケットの着用の徹底とか、準備をされているか

確認させてもらえたらと思うんですが。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 通常において、水道局の場合は、そういった浄

水場以外とか現場で水位が高いところに出るということは、あまり想定

はないんですけど、一応水質検査でダム水を取りに行くとかいうことで

池に近いところに下りて行かないといけない、ダムの中に下りて行かな

いとといけないとかいった場合にはライフジャケットを着用することは
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当然やっております。 

 

森山喜久委員 どうしても労働環境の安全面の徹底をこれからもよろしくお願

いしたいと思います。 

 

恒松恵子委員 資産減耗費についてお伺いしたいんですが、これの発生により

先ほどの質問の給水原価が上昇したと考えておりまして、１０ページを

読んでも私はちょっと読み取れないんですが、なぜ固定資産の除却が特

別損失にならないのか、会計上に特別な理由があるのでしたら教えてく

ださい。 

 

渡邊水道局総務課財政係長 総務課の渡邊です。会計上、例年、建設改良を行

って、管路更新等を行った場合は、資産減耗費に挙げるのを常としてい

ますが、こちらの送水管改良工事におきましては、５年掛けて最終的に

その後も活用できる資産ではないのかっていう検討の後に、最終的には

使用できない資産と判断したことで、もうその時点で除却という使用で

きない資産となりましたので、通常通り資産減耗費ということで計上い

たしております。確かに委員がおっしゃるとおり、特別損失に計上する

ことも考えましたけれども、例年の更新工事を行った後の除却というふ

うに捉えると、従来どおり固定資産除却費に計上するのが妥当という判

断に至りました。 

 

中村博行委員長 その際にさや管という言葉が使われていますよね。これはど

ういうふうな意味合いですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 水道管を布設工事をする際に、通常は道路等掘

削しまして、水道管を埋めるんですけど、よく都会などであるんですが、

元々地下に埋設してあります古い水道管を利用してその中に新しい水道

管を入れて、水道管を布設するという方法があります。古い水道管をい

わゆるさや管として利用するという形で、刀のさやをイメージしていた



18 

 

だければと思うんですけど、そういう形で、このたびの既設の不要とな

った送水管を利用できないかというふうに検討しておったということで

ございます。 

 

岡山明副委員長 戻るんですけどいいですか。確認で１８ページでさっきもあ

ったと給水原価ですよね。これが平成３０年度、２９年度で２０円近い

差がありますよね。これはどういうことでしたかね。もう一回説明をし

ていただきたいんですけど。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 基本的に収益的収支の結果によりまして支出が

大きくなりますと、結果的には給水原価が上がってくるという形になり

ます。水を１立方メートル作るのにどれだけの費用が掛かったかという

のが給水原価ということですので、平成２９年度に比べまして平成３０

年度は支出が膨らみましたので、給水原価が上がったということです。

その原因につきましては、先ほど申しましたとおり資産減耗費の急な増

加がこの度、原因となっておりますけど、これにつきましては、平成３

０年特別なものでございますので、恐らくではございますけど今年度に

はまた平成２９年度に近い形になるであろうというふうには考えておる

ところでございます。 

 

中村博行委員長 それでは、３５ページの資本的収支の部分です。重複する部

分がありますが、説明があった順に追っていきましょう。いいですね。

３６、３７ページ、資本的支出の項目はいいですね。それでは、企業債

のところの４５ページ、トータルで５０億円なにがしというところで、

これだけ今あるということですね。それでは、２６ページ戻ります。キ

ャッシュフローのところで、これは資料の２ページと重ねて見てくださ

い。キャッシュフローとかね。その辺はよろしいでしょうかね。８、９

ページに戻りましょう。貸借対照表、これで全般的なことがまた分かっ

てくるかと思いますが。 
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河﨑平男委員 未収金の関係ですが、２億１３１万４，２５９円ですが、これ

は前年に比べるとどうなんですか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 未収金につきましては、その大部分が３月末の

料金収入、これが４月以降に入ってきます。それが１億９４６万２，２

３４円と①にあります。半分ぐらいが、３月末の水道料金調停と思って

いただければと思います。 

 

中村博行委員長 昨年比較でどうなんですか。 

 

渡邊水道局総務課財政係長 今、申し上げました３月調定分につきましては昨

年度と比較して５００万円ほど増えておりますので（「１，０００万円

増えてないか」と呼ぶ者あり）調定額だけでお話をしております。未収

金全体のお話が４，２００万円ほど増えていると思うんですけれども、

これの大部分を占めるのが国庫補助金、県交付金ですね、生活基盤施設

交付金になりますけれどもこちらが、３月末の時点でまだキャッシュと

して入ってなかったので未収金計上として上げております。これらを中

心に３，８２５万円ほどになります。 

 

岡山明副委員長 内訳の分はそういう徴収期間の問題があるんでしょうけど、

実際問題そういう未収入というそういう部分は、各企業、個人もあるん

でしょうけど、そういう未収入の部分は金額はどうなっていますか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 約１億１，０００万円、未収金があると申し上

げましたけど、最終的には９９．８％以上は回収しております。ただ、

最終的に不納欠損という形で１０年を過ぎたものについては約年間で１

００万円。今年度は１３０万円くらいありますけど、大体１００万円前

後の不納欠損という形で処理をするという形になっております。 

 

中村博行委員長 この辺の不納欠損にならないような努力というのはどういう
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対策をとられていますか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 ３人の職員が不納欠損にならないようにするた

めに努力をしています。例えば、生活保護費支給日や年金支給日に直接

お伺いするとかというような形をとっております。集金制度っていうの

はないんですが、直接お伺いする等してなるべく不納欠損にしないよう

な対策はとっております。 

 

河﨑平男委員 さっき未収金の件でお伺いしたんですが、事業とかしなかった

から交付金も入ってこないんでしょう。そうしたら未収金を使って４月

以降入るというのは、会計年度の５月３１日までに入るんですか。申請

等を早目にしたら、３月３１日に入らないんですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 補助金の関係は基本的にスケジュールというの

は、国、県が決めておられるものなんです。こちらのほうでちょっとそ

の辺りのコントロールがなかなか難しいと言いますか、国、県のスケジ

ュールに従って払い込まれるという形になりますので、仕方がないこと

かなというふうに思っております。 

 

中村博行委員長 やむを得んという状況ね。こちらじゃどうしようもないとい

うことの答弁ですが。 

 

岡山明副委員長 損益対照表ということで、内部留保金特がこれは９ページの

最終的に余剰金の合計が９億５，７００万円で、８ページに注意書きの

７ということで、今回補填で流用しておるということで、２億円減らす

と７億５，０００万円ぐらい内部留保金としてはあるような状況なんで

すけど、この７億円、例えば５億円とかあったら、そのまま残っている

ということですね。ということは考え方として今まで利息付きっていう

かそういう借金の返済にある程度回したほうが、内部留保金を２億とか

１億やないけど、最小限度ぐらいに抑えたほうがそっちの方得じゃない
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かと思うんですけどその辺はどうなんですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 これについては基本的な考え方は岡山副委員長

のおっしゃるとおりでございます。そういう形でこの近年はできるだけ

起債の借金の金額を減らして、どうしてもそれに伴いまして、資本的収

支のバランスがとれなくなりますので、そういった費用の不足分を内部

留保資金を取り崩して補填することによって運営をしております。結果

として、岡山副委員長が言われたとおり、できるだけ借金を減らしてい

こうと考えております。そのために内部留保資金を活用をしているとい

う形になっております。 

 

岡山明副委員長 私は今、７億５，０００万円、内部留保金があるんだから、

３分の１、３分の２程度、そちらのほうに掛けてもいいんじゃないかな

と思っているんですけどね。そういう状況で今いろいろあるという。今

回は振替えというけど、積立金の取り崩しっていうことで２億円、取り

崩している状況の中で残り７億５，０００万円ある状況で毎年１億５，

０００万円から２億円近い取り崩しがあるということは、あと３年、４

年ぐらいじゃないけど、そのうちに内部留保金がなくなるという状況に

なりますよね。そういうアセットマネジメントの中で先ほど話したけど

２．５％の更新工事をすると書いてあります。それで６億２，０００万

円から７，０００万円ぐらいの費用を投資して、そういう更新工事を掛

けていると。そうすると、将来的に今値上げもない広域化もまだという

ことは後、５、６年先には内部留保金が無くなるという危機感を持って

いるんですけどその辺は実際どうなんですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 決算書の１１ページを御覧いただきたいと思い

ます。ここに表の右側のところ利益剰余金の欄があると思います。これ

につきましては、当初の前年度末の残高が１番上に記載されております。

この度なんですけど、その起債の借入金を少しでも減らすために減債積

立金、これは本来そういう目的のための積立金なんですけど、これをそ
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の下のところ、マイナス２億７５１万２，２３１円というのがあると思

いますが、これだけ取り崩したということでございます。内部留保資金

を活用して、少しでもその借金を減らしたということでございます。こ

のような形で、そのような努力をしているという形です。そのとなりに

あります建設改良積立金というのは、それと同時に工事を進めていく中

で必要な資金をこの中から繰り出すということも、目的としてあるわけ

ですけど、一応工事に関しては、主にこの二つの積立金を活用してやっ

ていくということで考えております。ただ先ほど、副委員長がおっしゃ

られましたとおり、当初の水道局のアセットマネジメントのとおり、年

間６億２，０００万円の更新工事をやっていこうとすると実際には収支

バランスが崩れてきますので、工事だけを進めていくとなると、こうい

った積立金をどんどん取り崩していかないといけないということで、数

年先には全て使い切ってしまうということもあり得ると思います。ただ

今現在の料金収入の中では、それをやってしまって最終的に赤字財政に

なるということになりますと、今度は市民の皆さんにまた料金改定を御

提案させていただくとかそういう形にもなりますので、宇部市との広域

も検討しておる中ですので、赤字になると広域の関係で問題も起こると

思いますので、現状の料金収入で当面は運営をしたいと考えております。

そのため、事業量を少し抑えながら現行料金の中で、運営できる形をさ

せていただきたいなと思っております。 

 

中村博行委員長 先日の広域化のときの説明と一緒ですよね。６億２，０００

万円を少しでも抑えてでもそういった方向性でいくということですね。 

 

岡山明副委員長 そういう状況で話をされているんですけど、広域化の話が進

んでいるんですけど、料金も値上げしてないという状況の中で、今のこ

ういう状況で毎年、取り崩しがあるという状況があるんですけど、広域

に対して時期的に山陽小野田市としては４、５年しか余力がないという

状況の中で料金の値上げというその辺がある程度方向性を示していかな

いと副局長が言われたように将来的に赤字になるという状況があるんで
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すけど、実際問題、何年先ぐらいまでは値上げしなくても大丈夫だとい

う時期的の部分はお話しできますか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 後ほど広域化についての説明をさせていただく

中で、若干御説明させていただこうと思っておったんですけど、今、宇

部市との広域化の検討で話が進んでおるのが、最終的に宇部市と山陽小

野田市の水道事業を事業統合するという形を検討しております。それに

併せて、一つの水道事業体になったら料金を同一、サービスも同一であ

るのが本来の形ではないかということで、広域化に合わせて料金を統一

できないかという検討しているところです。この広域の時期というのは

また後ほど触れさせていただけますけど、数年後その中では令和４年４

月１日となっておりますけど、それに向けて料金を合わせていくという

ことで今は考えております。 

 

中村博行委員長 先ほどありましたが、内部留保資金の正確な数字をいただき

たいと思いますが。 

 

渡邊水道局総務課財政係長 お配りしました資料３ページを御覧ください。下

から５番目の利益剰余金というところの現金のところになりますけれど

も、７億４，９７８万７，０６１円という金額になります。 

 

中村博行委員長 それでは説明があったページが大体終わりましたので、全般

で資料も含めてどこからでも質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 水道事業の平成３０年度の決算で特質すべき点はなんですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 水道事業は毎年大きく変わるものというのはあ

まりないんですけど、特に平成３０年度の事業としては管路の更新事業

に力を入れてきたということが一つあります。それとそういったことに

伴いまして、送水管の長期にわたる工事において、５年間ぐらいずっと
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管路工事はしているんですけど通水はできなかった関係で、除却も同時

にできなかったというものなんですけどこれによります資産減耗費の増

大というのが特別このたび大きな内容であったと思います。 

 

藤岡修美委員 今の答弁に関連して決算審査意見書を監査委員さんが出されて

るもので１５ページの収益率に掛かる数字が資本利益率からずっといっ

て営業収支比率まで、平成３０年度だけが特別下がっているということ

は、今の説明にあったとおり、平成３０年度が５か年分の減価償却を計

上した平成３０年度が特別な形でのこういった数字になっているという

ことで理解していいですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 おっしゃるとおりでございまして全てこれが支

出に関わってくるものでありますので、それに伴いましてそういったも

ろもろの数字が下がって悪くなったという形になっております。 

 

岡山明副委員長 配管の更新工事で突発性の部分ですよね。発生率っていうの

はどのぐらいの頻度であるか。そういう件数とか何か掌握をされている

ものは何かありますか。 

 

伊東水道局工務課長 先ほども修繕の件数をお知らせしたと思うんですけど、

水道局が持っている配水管の漏水というのが、平成３０年度は、年間５

５件発生しております。 

 

河﨑平男委員 水道事業で平成３０年度予算に対して決算はどのぐらい節減さ

れているか分かりますか。 

 

今本水道事業管理者 水道事業というのは、管路の維持、安心な水をいつも供

給できるというのが水道事業の本旨ですので、予算に対して決算額の減

というのは、基本的には入札の減だとか予算へ対する入札の減。それか

ら、最近ですと、宇部との広域の関係で薬品が広域で購入した関係で安
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価になったとかという程度のものだと思います。事業をやるに当たって

予算に対してどれぐらい減ったかっていうのは、工事が主体の事業です

ので、なかなかその辺が出しにくくて、こちらの努力でどうにかなると

いうものでもないと考えておりますので、こちらの努力で減るというの

は広域とかそういった取組によって何かが下がったとか、効果があると

いうか、メリットがあるという部分は出てこようかと思いますけど、そ

の部分をここだというのは難しいんじゃないかなというふうに感じてお

ります。 

 

河﨑平男委員 水道事業は特別なものっていうふうに理解したほうがいいです

ね。 

 

今本水道事業管理者 水道そのものは住民の福祉のために経済性を求めて、事

業をしなさいというのが水道法に出ておりますけども、それにのっとっ

てそれの大元というのが、いつでもどこでも安全な水が出せるというの

が水道の事業ですので施設の維持更新、そして、いろんな点検を行いな

がら絶えることのなく水を供給してこうということが水道事業ですので、

どこが効率的というのは難しいところでございます。 

 

中村博行委員長 それから広域化に向けて先日も少し説明があったと思うんで

すけども、簡易水道の方向性をどういうふうにお考えか。 

 

今本水道事業管理者 簡易水道は宇部との広域までには上水のほうに統合する

ということで、今、事務作業を進めているとこでございます。 

 

中村博行委員長 今まではそれの費用が相当掛かるのでということで、現状で

きたんですけど、やはりそれは踏み切らないといけないというふうな考

えですね。 

岡山明副委員長 突発性の修理が５５件という話があったんですけど、通常の

配管更新工事は何件ぐらいありますか。 
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伊東水道局工務課長 平成３０年度の工事は予算書で１６にページに出ており

ますけど、送水施設、配水施設、この辺りが管路の更新事業になります。

１６、１７ページですね。ここの送水施設配水施設といったところは管

路の更新工事になります。先ほど言った５５件というのは突発の修繕工

事でございます。 

 

岡山明副委員長 配管の更新工事に関しては１６、１７ページでこの金額とい

うかこの辺は分かりますか。トータルでいくといくらくらいなのかと。

逆にもう一つ、突発性のそういう配管工事が出たと道路面のそういう損

傷が出た状況は金額的にどのぐらいの総％があるかと、それが５５件の

金額が例えばその５，０００万円とか、６，０００万円とかすると。そ

れに対して工事自体が、今、先ほどの話は、アセスメントでいったら６

億円やったですか。６億２０００万円か。それに対して突発性がどのく

らいの割合になっているか。その辺がそういう管路の老朽化に対するそ

の目安として、ある程度分かるんじゃないかと思うんですけど、その辺

の数字を出されますか。 

 

伊東水道局工務課長 建設改良費のほうは今の工事を一つずつ足せば分かるん

ですが、全体で言いますと決算額が６億８，０００万円ぐらいですね。

これ管路だけじゃなく、ほかの設備の更新も含めてですけど６億８，０

００万円ぐらいとなっています。５ページにありますけど、３６ページ

のほうにも資本的支出で出ております。それに対して修繕は年間で５５

件。これは配水管本管の修繕ですけど税抜きで、１，０２７万６００円

になっております。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 補足でございますが、一応、先ほどの建設改良

工事のほうは先ほど伊東工務課長が申し上げたとおり、３６ページの資

本的支出を見ていただければと思いますけど、この中の上水道建設改良

費の中の送水施設費。これが送水管関係の工事で、約１億２，０００万

円です。あと配水施設費が、これは配水管の関係の工事で、約４億５，
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０００万円ということで合計しますと、５億７，０００万円ぐらいの工

事ということになります。それから、修繕費の関係でございますが、決

算書の３０ページを御覧ください。決算書の３０ページの中段辺りに配

水費の中の修繕費というのがあると思います。この中に送水管、それか

ら、配水管等の修繕費の額が記載されております。また先ほど工務課長

が申しました、道路上の給水管とかの修繕工事でございますが、これに

つきましては３１ページの１番上のところですね。給水費の修繕費とい

うのがございますけど、これに給水管の修繕費の金額が記載をされてお

ります。これを御参考にしていただければと思います。それから、また、

６０ページに戻りますけど、資本的支出のところの金額でございますけ

ど、これにつきましては金額は税込額という形になっておりますので、

消費税が含まれた額です。そのため先ほどの送水施設費と配水施設費の

合計が５億７，０００万円ぐらいと申しましたけど、税抜きの金額とす

ると、５億２，０００万円ぐらいになるということでございます。 

 

岡山明副委員長 ちょっとしつこいですけど、突発性の工事が発生しているん

ですけど、今年は１，０００万円少しと金額が出たんですけど、これは

毎年そういう予算として計上はなくて、各それぞれの修繕費の中に加算

されるという状況なんですか。そういう突発性のものに対するとか予算

の確保というのは、どういう考え方されとるか聞きたいんですが。 

 

今本水道事業管理者 本来でありましたら、修繕というのはないほうがいいと

いうのは当然でございます。こういう突発の事故というのは、道路に水

が漏れるなど交通とかいろんな２次被害等も起こしますので、できるだ

け速やかに補修をしたいというのが水道局の姿勢でございます。ただ、

管の老朽化に伴う漏水というのはどうしても発生いたしますので、一定

の見込みは持っておかないといけないというふうに思っております。大

体こういった配水費及び給水費の修繕費というのは例年同額ぐらいの見

込みで予算化をしておるところでございます。 
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中村博行委員長 深響水について聞きますけど、ラベルの評判はどうなんです

か。パラリンピックの絵も入って。年間５，０００本ぐらいでしたよね。 

 

今本水道事業管理者 大体年間５，０００本でやっておりますけども、パラリ

ンピックに協賛というか、市のほうにも費用を出していただく部分も含

めて今年は例年５，０００本に対して１万本を作成をするということに

いたしております。出方については、例年並みかなっていう部分はあり

ますけども、年度末になってちょっと少ないからどうかなっていうそう

いう心配がなくなったというところではございます。評判につきまして

は、こちらから説明をしないとなかなかぱっと見て、そんなに大きな自

転車の絵ではないので、分かる人には評判はいいんですけど、分からな

いままいっているかなというところは確かにあります。概して、評判と

いうと、パラリンピックの自転車が入ったことによって、これはなかな

かいいですねという声は聞いております。 

 

中村博行委員長 ほかよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）はそれでは

質疑を打ち切ります。それでは、議案に対しての討論ございますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）討論はありませんので、採決に移ります。それでは

議案第６６号平成３０年度山陽小野田市水道事業決算認定について賛成

の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第６６号は認定すべき

ものと決しました。それでは引き続いて水道局のほうから広域化の検討 

 状況についての説明ということがありますので、これに入ります。 

 

今本水道事業管理者 それでは先般８月７日の委員会で説明をさせていただき

ましたが、そのときに、８月５日の日に、第９回の検討委員会を行った

という報告はさせていただいたんですが、宇部市との共通の資料ができ
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るまでということでここの委員会では、確定的なことは申し上げなかっ

たと思っております。このたび、第９回の検討委員会の内容を含んだ資

料が、宇部市と山陽小野田市の共通資料ができましたので、第９回の追

加された部分を中心に変わったところのみ、御説明させていただきたい

と思います。このたびの９回の検討委員会の合意事項について主なもの

は、３点ございまして、一つ目が、宇部市水道事業との事業統合と同時

に本市の水道料金を宇部市に合わせること。二つ目が、両市で水道事業

の広域化の協議を行うために法定協議会を設置しますが、その予定時期

を来年の４月とすること。三つ目が、両市の水道事業統合をして、新し

く一部事務組合を設置し、事業開始となる予定時期を遅くとも令和４年

４月とすることでございます。それでは資料に基づいて説明をさせてい

ただきます。６ページを御覧ください。上段、右側の四角で囲んだ事業

統合の中に下のほうに、事業統合と同時に、宇部市の水道料金に統一す

ると追記をしております。次に８ページを御覧ください。上段の四角で

囲んだ構成市の中に法定協議会設置の右下に設置予定日としまして、令

和２年４月と追記しております。次に右側の四角で囲んだ一部事務組合

の中の広域水道企業団事業開始の下に予定日として、令和４年４月とし、

その下に可能な限り前倒しと追記いたしております。以上の３点が、検

討委員会における合意事項として追記したものとなりますので報告をさ

せていただきます。 

 

中村博行委員長 これ前回の８月７日の委員会の際に口頭で説明いただいたん

ですが、できれば文書でということを求めておりましたので、きちんと

した形でまだ新しいことも報告されました。これについて質疑があれば、

報告ということですけどもね。広域についてはこれから委員会で逐次、

この間本会議場で申しましたように、合併の方向性によりいろんな動き

がある都度、報告をしていただいて委員会のほうでそれについての認識

をしていきたいというふうに思っております。これについてよろしいで

すかね。 
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岡山明副委員長 広域ということで料金の統一という話があるんですけど、山

陽小野田市が宇部市に統合するんですけど、そういう上乗せの分が前も

ちょっと話したんですけど、配管の更新工事に値上げの部分が振り込ま

れるかどうか。逆に宇部市のほうのそういう老朽化配管に山陽小野田市

の料金の値上げの分が何割か入ると。そうすると、先ほどのお話じゃな

いけど、突発性のそういう事故が増えるという可能性があるんですけど、

そういう意味で、値上げの部分がどういう形に反映されるかどうか。ち

ゃんと山陽小野田市の部分にしっかり反映されるのかどうかなと思って

おりますがどうですか。 

 

今本水道事業管理者 料金を宇部市に合わせるというのは広域をして事業統合

した後になります。ということは、宇部市から入ってくる料金や山陽小

野田市から入ってくる料金がありますけど全体を見渡して事業を実施す

るということになります。ですから、山陽小野田市から集まった料金で

は上乗せされた７％が上がるわけですけども、７％分が宇部市に流れた

とか、山陽小野田市に流れたということは分からなくなります。一つの

事業体として事業が遅れているところに、予算配分をして実施をすると

いうことになりますので、山陽小野田市分が幾ら集まって、山陽小野田

市部分に幾ら使って、宇部市に幾ら流れたという、お金の色分けができ

ませんので、そういったことは考えておりません。宇部に流れた山陽小

野田に流れたということになると、ぎくしゃくとしたことになりますの

で、新事業体の中で、必要な事業量に応じて予算編成するということに

なろうかなと思っております。 

 

岡山明副委員長 当然そういう形になってくるんでしょうけど、一つの考え方

として、広域で山陽小野田市としてのメリットがあるかどうかという部

分で、広域をせずに単独で値上げをした場合の金額で８０年間のアセッ

トマネジメントに沿っての体制という状況がある中で、広域という形で

逆にそういう宇部の料金体制に振り回される形で、山陽小野田市側のほ

うがその逆の料金、山陽小野田市が単独で作ったアセスメントよりは状
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況的に悪くなったと。デメリットとなったんやないかという心配はない

ですかね。 

 

今本水道事業管理者 広域のメリットというのは、浄水場、厚東川の水系で三

つの浄水場がありますが、宇部に２つ、山陽小野田市に１つ。これを広

域化後には将来的に一つの浄水場でやっていこうということが決まって

おります。広域の最大のメリットは経費の問題ですけども、経費で一番

お金掛かるのが、水をつくる施設、浄水場です。これを３か所から１か

所にするということは、将来を考えれば、当然三つでやるよりも一つで

集約をして水を作ったほうが安く上がる。ましてや、今から人口減少で

料金収入が少なくなってくるという中において、そういう施設統合とい

うのは非常に大事なとこだということ。これは山陽小野田市、それから

宇部市の職員、どちらもが非常に大切なものだとう認識は持っておりま

す。それと、何年か前にコンサルが事業統合をした場合と、単独でいっ

た場合との料金比較が出ておりますが、当然これも浄水場再編してまと

めたほうが将来、住民に対する負担が少なくなるという結果も出ており

ますので、必ず、市民のためになる広域だというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたんで広域はまだ順次やっていこうと思い

ます。次の議案に入る前に暫時休憩に入りたいと思います。５５分まで。

５５分まで休憩します。 

 

 

午前１０時４７分 休憩 

 

 

午前１０時５５分 再開 

 

 

中村博行委員長 それでは休憩前に引き続きまして会議を続けます。それでは、
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審査番号２番、議案第６７号平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業

決算認定について執行部の説明を求めます。 

 

今本水道事業管理者 議案第６７号平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業

決算について、決算書に沿って、概要を御説明させていただきます。決

算の概況については、決算書５６ページ以降に記載しております。工業

用水については責任給水制をとっており、前年度と同量の年間９０１万

５，５００立方メートルの基本水量を３事業所に給水しました。実績給

水量は、前年度に比べ１０２万２，２２３立方メートル減の７５７万６，

３８７立方メートルとなりました。収益的収支に係る税抜の損益計算は、

決算書５０ページで御説明いたします。１項営業収益と２項営業費用と

の差引営業利益は約１，７８１万円、営業収支比率は１０７．１％とな

りました。営業外収益には、非現金性の長期前受金戻入３９９万３，１

５８円を計上しております。結果、当年度純利益として２，０４５万３，

１２３円が生じました。また、平成３０年度は積立金の取り崩しを行っ

ていないため、その他未処分利益剰余金変動額が計上されていませんの

で、当年度未処分利益剰余金は２，０４５万３，１２３円となります。

利益処分については、別途議案で御審議いただきます。次に、決算書４

８、４９ページを御覧ください。（２）資本的収支の収入につきまして

は、病院会計からの貸付金償還元金です。支出につきましては、建設改

良費として田辺線送水管の改良工事を行っております。これに企業債償

還金を含めて、支出総額は、３，９４１万４，１３４円となりました。

資本的収支不足額につきましては、欄外記載のとおり全額補てんしてお

ります。以上が平成３０年度決算の概要です。詳細につきましては、副

局長の原田から説明をさせますので、よろしくお願いいたします。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 会計と同じく、決算書を中心に御説明いたしま

す。それでは、決算書５８ページを御覧ください。３業務（１）の業務

量は、管理者の概要説明のとおりですが、契約水量の内訳は、田辺三菱

を１８万２，５００立方メートル、日量５００立方メートル減量し、同
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量を日産化学向けに増量しております。決算書５９ページ、（２）事業

収入に関する事項は収益的収支の収入の部のことです。表右端の対前年

度増減を中心に説明いたします。水道料金は前年度における渇水による

減水に対する減免を行ったことにより約１０２万円の減収となっており

ます。収入合計は７６万６，０５８円減の２億７，５６９万５１９円で

す。次に（３）事業費に関する事項は支出の部のことです。表右端の「対

前年度増減」を中心に説明いたします。職員人件費が大きく減少してお

りますが、これは水道事業会計間との異動に伴うもので若年職員が増え

たことによるものです。また負担金につきましても厚東川ダム関連の共

同事業負担金が大きく減少しております。しかしながら、水道事業会計

と同じく資産減耗費がそれら減少額を大きく上回る増加となり、その結

果、支出合計は約１，７６５万円増の２億５，５２３万７，３９６円と

なりました。次に４８、４９ページ（２）の資本的収支を御覧ください。

収入は、病院会計からの貸付金償還元金６，６００万円のみです。支出

の部の第１款第１項建設改良費では、田辺線送水管（宇部市黒石）への

更新工事を行いました。これに企業債の償還金を加えた支出合計は、３，

９４１万４，１３４円です。４８ページの表欄外を御覧ください。資本

的収支不足額３，９４１万４，１３４円に対しての補てん財源は、記載

のとおりです。決算書５２、５３ページ貸借対照表を御覧ください。注

記②、③に損益外の引当金（退職給付引当金、賞与引当金）の取崩し経

理を明示しております。資料６／６ページを並べて御覧ください。貸借

対照表の対前年度比較を記載しております。病院会計貸付残高１億９，

８００万円は、資産の部、固定資産、投資、他会計貸付金に記載してお

ります。企業債残高は、固定負債及び流動負債の企業債の合計１億６，

２９８万７，６２２円です。７１ページの企業債明細書の合計金額も御

参照ください。これに対して、資本の部の利益剰余金（内部留保資金）

は、正味約５億９，７３３万円となります。運転資金については、貸借

対照表上の（資産の部）流動資産と（負債の部）流動負債の差し引きが

約５億９，０００万円ありますので、当面資金ショートの心配はござい

ません。流動資産のうちの現金預金の残高は、決算書６２ページのキャ
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ッシュフロー計算書（最下段の資金期末残高）と合致しております。引

き続き、キャッシュフロー計算書を御覧ください。下から３行目の資金

増加額では１億１３８万円余り資金が増加しております。資料５／６ペ

ージを並べて御覧ください。資料下段の説明書きのとおり、正味のキャ

ッシュフローを※印の項目、濃いグレーを除外して再計算しております。

その結果、平成３０年度の事業活動で４，３５０万８，７３２円の資金

が増加しました。以上が平成３０年度工業用水道事業会計の決算につい

ての説明となりますので、御審議をいただきますようよろしくお願いい

たします。 

 

中村博行委員長 説明がありましたので、さっきの水道決算のほうの要領と同

じように行きましょう。まず全般的な５６ページ、工水のほうの全般的

な内容ですが、金額的には少ないと思いますが、全般的なものはこうい

う内容ですが、個別にまた追っていきましょうか。そうすると、まず５

０ページ、損益計算書。全般的な損益ね。それでは４８、４９ページ個

別の内容に入りましょうかね。 

 

森山喜久委員 （２）の資本的収入及び支出の項で第１項の長期前受金、補正

予算で２３０万円上がっている状況なんですけれど、決算額はゼロとい

うふうな状況になっているところで何か要因があったのか教えてもらっ

ていいですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 この長期前受金というのはいわゆる国の補助金

を見込んだものでございます。当初、平成３０年度に工事をやりたいと

思っておった工事があったんですが、これを補助金が平成３０年度の年

明け前後ぐらいに確か国の補正予算で、新しく付いたものでございまし

て何とか年度内に工事をやりたいと思っておったんですが、いろいろ手

続上の関係で間に合わなかったということで結果として、この年度でこ

の補助金を受けることができなかったということでこのたび、除外をし

ておるところでございます。 
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中村博行委員長 ４８、４９ページ。 

 

藤岡修美委員 ４８ページ、資本的支出で建設改良費、田辺製薬に掛かる送水

管の工事という説明があったんですけど。補正８９万３，０００円です

か。されていますけど、これの根拠というか理由が分かれば。 

 

伊東水道局工務課長 先ほど副局長のほうがお話ししました補助金の絡みがあ

りまして、国から平成３０年度末に、補正で補助金が追加になったので、

平成３０年度発注してくださいということで発注したんですが、契約は

補助金が完全に確定してから締結してくださいというふうに指示が出ま

した。その後、補助金の確定が平成３１年度になりましたので、この工

事が本年度に回ってきたということで平成３０年度は未執行になったと

いうことです。 

 

中村博行委員長 病院のほうの償還金ですけども平成３３年度で終わりでした

よね。これについて滞りなくジャンプとかそういうようなものはあり得

ませんね。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 特に病院のほうからこれについてお話がござい

ませんので、当初の計画どおり償還があるものと考えております。 

 

中村博行委員長 ５８、５９ページ。ないようですので５２、５３ページの貸

借対照表です。企業債と内部留保資金の関係もいただきましたので、特

にはないですか。７１ページの部分は企業債の明細ですので、これも飛

ばしましょう。それではキャッシュフローの６２ページ、これは資料と

一緒に重ねて比べて見てください。今後の見通しとしてはそんなに変化

がなくいくという、そういう目算でいいですか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 前のときに少しお話しさせていただいたと思い
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ますが、企業訪問という形で、各企業のほう回っております。工水３社

につきましても回っておりまして、それでいろんなお話をさせていただ

いております。その中で先ほど水量の件のところで、田辺三菱製薬工場

が若干減ってきていると申し上げましたが、その部分を平成３０年度で

は、日産化学に振り替えました。田辺三菱製薬工場につきましては、こ

の令和元年度も、同じような形になろうかと思います。今後いろいろと

情報収集しながら対応していきたいと思っております。一応令和元年度

につきましては、田辺製薬につきましては、平成３０年度と同量の減量

があるというふうには思っております。 

 

中村博行委員長 若干厳しくなるということですね。工水全般で資料も含めて

あれば。 

 

岡山明副委員長 工業用水の形は上水と大分違う状況なんで、今、貸借対照表

が５２、５３ページにあるんですけど、金額的に先ほどと同じように内

部流用金としては６億円近い金額がありますね。そういう状況で給水収

益があった状況で、企業債が先ほどトータルでいくと１億６，０００万

円という状況で、優秀な企業じゃないけど、イメージとしてはそうある

んですけど、経営と考えた場合は工業用水に関して、どういう考え方を

持たれているか。今後の将来的に今どんどん、考え方としては利益が膨

らむような形の企業経営をされている形になるんですけど、その辺は工

業用水に関しては今のところは問題ないと。そういう解釈でよろしいで

すか。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 先ほども申し上げましたけど、企業によっては

水量の減量というような状況になっております。企業に行っていろいろ

とお話をさせていただく中で、安泰というような形はちょっと難しいと

思います。工水３社は企業ですから、やはり波がある中で、今まではこ

れまでのお付き合いの中で、水量を減らすことなく対応していただいて

おりました。しかしながら、水も費用として掛かるわけですから、その
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辺をどういうふうにしていくかというのは戦略として持たれていると思

いますのでその辺のお話を企業から聞きながら、私どもも今後どういう

ふうに対応していくのかということを検討していきたいと思っておりま

す。 

 

中村博行委員長 あまり楽観はされてないですよね。現状は企業債と内部留保

でいうと、優良企業みたいな感じになっていますけども、今後、企業で

それぞれ、例えば井戸を掘るとかそういったような、それぞれの企業努

力をされているというふうなことですかね。 

 

伊藤水道局副局長兼業務課長 井戸を掘るとかいうような形はないんですが、

ただ、水の再利用とか、工場とかを更新する際に、水を使わないような

施設を作っていくとか、そういうような形の努力はされているようです。

特に原水につきましては、冷却水とか希釈水とかそういうようなものが

多く、これから使用水量として増えるということはまずありません。む

しろ、これから使用水量が減っていく中で責任水量制といえども、安泰

ではありません。それこそ、企業撤退というような形になったら元も子

もありませんので、私どもも企業の意に沿えるように、努力をしていく

という気持ちでおります。先ほど委員長も言われましたけど楽観視はで

きないとは思っております。 

 

藤岡修美委員 純利益が平成３０年度が、２，０４５万３，１２３円で平成２

９年度に比べると、１，８００万円程度下がっている。この理由が、監

査委員さんが作られている決算審査意見書によると資産減耗費の５年分

の計上っていう理由が挙げてあるんです。この辺りの具体的な説明をお

願いしたいんです。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 この対象になりましたのが、西部石油に工業用

水を送っております管となりますけど、この工業用水の管路とそれから

上水道で整備した高天原浄水場から竜王山配水池に送るための送水管の
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管路というのは、並行して布設しております。これが高天原浄水場から

野来見地区までほぼ並行して、布設しておりましてこの複数年間で整備

したのが高天原浄水場付近の興産道路下のカルバートを出たところから

叶松団地の中までの管路を移設をしたという形になります。そのため、

同じ時期に同じ延長で工事をしておりまして結果として、両方の管路と

もに今までの管路より内側を回るようなバイパス管として、整備し替え

たというところです。そのために、工業用水も同様に不要となった資産

が出てまいりまして、その中には、耐用年数が残っているものもござい

ましたので、想定以上の資産減耗が出てきたということでございます。 

 

恒松恵子委員 先ほど、事業所訪問などされて、３社と良好な関係が築いてい

らっしゃるとお見受けしたんですが、例えば今年度でしたら周防大島の

応援負担金とか臨時的な費用が発生する場合、例えば協議会を開催して

承諾は行っているのかそれとも担当課だけで進めていらっしゃるのか、

お伺いします。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 水道事業会計そのものの考え方なんですけど、

水道事業会計の通常の収支につきましては、水道事業管理者の責任とな

っております。条例の中に当然議会の議決を必要となるものと記載があ

りますけど、それに該当しないものは水道事業管理者の権限で決定をで

きるということになっております。そのため災害派遣については平成３

０年度は大きく分けると２か所行っております。一つは、広島岡山の豪

雨災害の派遣。それからもう一つは周防大島町の断水事故の派遣でござ

いますけど、これらについては、事業管理者の責任によりまして、派遣

をしておるという形になります。 

 

中村博行委員長 周防大島の給水応援負担金というのは上水と工水と双方にあ

りますよね。これはどういうふうに両方で会計上の処理をされたという

ことでいいんですか。 
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伊藤水道局副局長兼業務課長 これにつきましては、応援に行った職員が上水

道の会計の支弁職員になっているのか、工業用水道事業の会計の支弁職

員になっているのかというところでございまして、実際には水道局は今、

正職員が５７名おりますけど、この職員が工業用水も上水道も両方関わ

っている方がほとんどになりますけど、会計上分けているというだけの

ものでございます。そのために結果として、工業用水道事業会計から給

料を払っている者が給水応援に行ったものについてはそういう形になっ

ているというものでございます。 

 

河﨑平男委員 工水の平成３０年度の決算数字から見て特筆すべき点が何かあ

るんですか。 

 

原田水道局副局長兼総務課長 これも上水道と同じような形で特にこの度大き

い影響があったのは、資産減耗費の問題であったと思います。後はでき

るだけ、必要な更新事業をやっていきたいと考えておりますけど、若干

抑えぎみになっております。そういったところが平成３０年度決算の状

況だと思います。 

 

中村博行委員長 それでは質疑を打ち切ります。討論ございますか。（「なし」

と呼ぶ者あり）討論がありませんので採決に移ります。議案第６７号平

成３０年度山陽小野田市工業用水道事業決算認定について、賛成の方の

挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第６７号は認定すべき

ものと決しました。それでは引き続いてまいります。それでは審査番号

３番、議案第８２号平成３０年度山陽小野田水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について説明を求めます。 
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今本水道事業管理者 議案第８２号平成３０年度山陽小野田市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について御説明いたします。先ほど御審議いただ

きました、平成３０年度水道事業会計決算によって生じた、当年度未処

分利益剰余金２億７，９９０万２，０１１円の処分につきましては、議

案書添付の剰余金処分計算書（案）に記載のとおりです。まず、未処分

利益剰余金のうち２億７５１万２，２３１円は、裏付けとなる現金が会

計内にありませんので、資本金に組入れることとします。残る７，２３

８万９，７８０円は、建設改良積立金に積み立てることとします。以上、

簡単ではございますが、平成３０年度の水道事業会計利益処分案の説明

となります。御審議のほどよろしくお願い致します。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。（「なし」と呼ぶ

者あり）それでは討論はございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論

はありませんので採決に移ります。それでは議案第８２号平成３０年度

山陽小野田市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、賛成の方

の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成でございます。したがいまして議案第８２号は可決

すべきものと決しました。それでは引き続きまして、審査番号４番、議

案第８３号平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について説明を求めます。 

 

今本水道事業管理者 議案第８３号平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業

会計未処分利益剰余金の処分について御説明いたします。先ほど御審議

いただきました、平成３０年度工業用水道事業会計決算によって生じた、

当年度未処分利益剰余金２，０４５万３，１２３円の処分につきまして

は、議案書添付（決算書５４ページ）の剰余金処分計算書（案）に記載

のとおりです。今年度につきましては、当年度未処分利益剰余金全額に
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現金の裏付けがありますので、２，０４５万３，１２３円全額を建設改

良積立金に積み立てることとします。以上、簡単ではございますが平成

３０年度の工業用水道事業会計利益処分の説明となります。御審議のほ

どよろしくお願い致します。 

 

中村博行委員長 説明は終わりましたので質疑を求めます。 

 

岡山明副委員長 資本金の剰余金で予算書５４、５５ページに上の部分の資金

剰余金、この部分が前年度末残高と当年度末残高でほとんど一緒の金額

なんですよね。どういう形で同じなのかよく分からないんですけど、全

然昨年と変わってないという状況が資本という部分での変化がないとい

うことですか。それが分かれば説明していただければ。 

 

岡水道局総務課課長補佐 資本金については、例えば一般会計からの出資金と

か受けない限りは増加はいたしません。逆に、減資をしない限りは減る

ことはないです。ただし、事業活動に応じてその資本金の金額のうちに

一部、現金性を持っている資本金なのか、現金性がないのかというふう

なそういう性質の変動がございます。金額自体は、会計処理を行わない

限りは金額の変動はございません。それと資本剰余金ですけれども、資

本剰余金決算書の５４ページ見ていただいたら分かるんですが、内訳は

受贈財産評価額、工事負担金、寄附金等々なんですけれども、これが平

成２６年度の会計制度の変更に伴いまして、こういった寄附金負担金等

の物のうち減価償却をしない資産のものがこの資本剰余金に残っており

ます。減価償却等伴わない、要は土地とかそういったものに関わるもの

がほとんどだと思ってもらったらいいです。もしくは、減価償却が全て

終わった古い資産です。こちらのほうも、新たにそういった性格の負担

金等々の受け入れをしない場合には、増加もいたしません。 

 

中村博行委員長 それでは質疑を打ち切りまして、討論はありますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）討論がありませんので採決に移ります。それでは、
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議案第８３号平成３０年度山陽小野田市工業用水道事業会計未処分利益

剰余金の処分について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第８３号は可決するも

のと決しました。以上で午前中の審査を終わります。これで暫時休憩に

入ります。それでは再開は午後１時から再開したいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。それでは、暫時休憩。 

 

 

午前１１時３７分 休憩 

 

 

午後１時 再開 

 

 

中村博行委員長 それでは休憩前に続きまして午後の委員会を続けます。それ

では審査番号５番請願第１号旭町地域における農用地区域内の農地除外

に関する請願書を議題として審査を行います。本日は紹介議員として、

大井淳一朗議員の出席を得ておりますし、また参考人として、林久芳さ

んの出席を得ております。それでは委員会を代表して参考人様に一言御

挨拶を申し上げます。本日はお忙しい中にもかかわらず、本委員会に御

出席をいただき誠にありがとうございます。委員会を代表して、心から

厚く御礼を申し上げますとともに、本日は忌憚のない御意見をお述べく

ださるようお願いをいたします。それでは本日の議事について申し上げ

ます。本請願についてまず紹介議員、次に参考人から説明をしていただ

き、その後、質疑に入ります。なお、参考人におかれましては、委員長

の許可を得てからの発言をお願いいたします。発言の内容は、問題の範

囲を超えないよう、お願いいたします。また、参考人は委員に対して質
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疑をすることができないこととなっておりますので、併せて御了承願い

ます。まず、請願の内容について、紹介議員として大井淳一朗委員議員

に説明を求めます。 

 

大井淳一朗議員 本日は、お時間をとっていただきまして誠にありがとうござ

います。この請願は、旭町地域における農用地区域内の農地除外につい

てでございます。御承知のとおり、農業振興地域整備計画、これは平成

２２年に策定されたものではございますが、その策定時からおよそ１０

年がたっており、その後、社会状況が変化しつつあります。それを踏ま

えて６月より、農家に対するアンケート調査を実施し、７月からは基礎

調査を実施をしております。そのアンケートや基礎調査の結果を基に都

市計画マスタープランとの整合性を図りながら、優良な農地を保全しつ

つ総合的かつ計画的に農業振興推進していくことを寄与する計画に改め

ていくものでございます。今回はそのことに併せまして、請願者の願意

をくみ取っていただき、議会としても後押しをしていただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。以上私からの説明及び御挨拶を終わりま

す。 

 

中村博行委員長 次に参考人の林さん、よろしくお願いいたします。 

 

林久芳参考人 それでは、説明いたします。初めに、この請願書に賛同してい

ただきました。大井淳一朗先生、藤岡修美先生に改めまして厚く御礼を

申し上げます。本当にありがとうございました。それでは、まず私の自

己紹介から始めさせていただきたいと思います。私はただいま紹介があ

りました旭町地区に住んでおります、林でございます。２０数年前に、

第２種兼業農家の長男で、休日等には親父が日産化学に勤務でその農作

業の手伝いをしておりました。親父が会社退職後、家族の生活を支える

ために夫婦で農業を営んでおりました。父の死後、１年ほど私、当時公

務員でしたけれども、休日等をいたしまして農業をしていましたが、重

労働であり、翌年から７０アール程度の農地の耕作を止めまして、休耕
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田にし、年３、４回トラクターで除草作業等をして代々引き受けており

ました土地の保全管理に努めておりました。しかし、２０年ぐらい前に

アパート会社から農用地から外れている土地につきまして、アパートを

建てないかとの話があり、維持管理に困っておりましたので、将来的の

不安もありましたけれどもアパートの建設に踏み切り、今日まで農振地

域が外れている土地につきましては約３回に分けてアパートを建てて、

現在に至っております。今、お手元に配っております資料７の農家の定

義によりますと、私みたいに３５ヘクタールの農地を抱えて、トラクタ

ーで２０年間、保全管理をしながらも、またトラクターの更新をしなが

らも、無駄なお金を使いまして、休耕田の維持管理をしております、土

地を所有している非農家に該当するような状況でございます。農家には

分類されません。今年度はたまたま同じ地域の下木屋地区の休耕田があ

る場所につきまして朝散歩をしていましたところ、地図にありますけれ

ども、美祢から来られて農地を今年度から休耕田に昨年まではなってい

たんですけども、耕運しているのを見まして、その隣に私の田んぼがあ

るものですからから、ついでですから、田んぼを耕作してもらえないで

すかと言いましたところ道がないから、難しいかなと思ったけども、保

全管理がしてあり、田の状況も町が２反程度ありましたので、即座に承

諾していただきまして今年度は、作付けをしていただいているところで

ございます。しかしながら、私も後期高齢者で今年７９歳でございます。

長男も農業をするような気もありませんし、このような零細な規模では、

重労働、それから、農業機械等に代金を使ってまで農業維持することは

家庭の重荷になりますし、私の生存中にこの地域のためにも、この農用

地を解消して、需要にできるようにしたいという思いでございます。続

きまして、私がなぜこの陳情をすることになったかという経過を説明し

たいと思います。私は先ほども説明しましたように、私は高齢者で農業

をする気はありません。リタイア後は荒れ地になるということを心配し

ております。１点はそれです。２点は今私が持っております、地図上に

あります、農地につきましては、袋地、囲繞地です。囲繞地というのは

納期農機具等が入れない田んぼです。そういうような状況で、農作業が
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入れないので今まで干拓等にお願いしてもそういう囲繞地であり、耕作

等はできないということで断られております。昨年の暮れから市の農林

水産課に耕作者を探してくださいという相談をしましたけれども、干拓

等に、農業者に当たっていただきましたけども、今年の３月末頃、先ほ

ど言いました囲繞地であるから、大型機械が入れないから、耕作できな

いということで断られました。それから、６月ごろ皆さん御存じのよう

に、農振地域のアンケート調査があり、農振地域解除の希望を持って市

の農林水産課に農振地域が解除されるんですかと聞きましたところ、多

分だめでしょうというような回答でございました。個人で出しても、要

望書を出してもだめでしょうというように言われたと思います。それで

個人でだめならということで、地域全体のことを考え７月に入ってから、

既に皆さんはアンケート調査に回答されておられました。私が当地域の

農地所有者の農家の方々に回覧で賛同者を募り、１５件の皆様方から同

意を得て、こういうふうに市長に対しては要望書、議会に対しては、最

初は陳情書でしたですけども、議員の皆さんは地域の代表であり、市民

の住民の意見を酌み取って、どうにかしてくれるんではないかなという

思いで、請願書に至った次第でございます。以上が私が農振地域申請に

至った理由でございます。それでは、請願書の説明に入りたいと思いま

す。こういう地図を配っておられると思います。資料の最初に地図があ

ります。この中に赤線で囲んだ部分が旭町地域の農用地でございます。

ここに書いてありますように、山陽小野田市役所の真ん前で小野田駅前

にも近いところでございます。それで赤線の右側のほうに青いところが

ありますけれども、先ほど言いましたようにここのところは、今まで休

耕田であったんですけれども、今年の６月ごろから美祢の方が耕作請負

でやっておられました。その隣に私も２反５畝ぐらいあるところにつき

まして、隣だから今年は植えてもらったというような状況です。ただ今

後どうなるか分かりませんし、将来性のこと、地域の方々のことも考え

まして、農振地域の除外の請願あるいは要望に移ったような状況でござ

います。それでは私が今回農業振興地域除外申請に至った理由でござい

ます。要旨の説明に入ります。旭町地区の農業振興地域の所在図です。
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先ほども説明しましたように、市役所の前にあり、山陽小野田市の玄関

口の小野田駅近くにもあります。また、この地域が農業振興地域にされ

ているために当地域の活性化から取り残されているのが現状ではないか

と思います。別紙資料１の農業振興地域の概要を見ていただけたらと思

います。この農業振興地域の制度の目的では、地域の整備に関して必要

な施策を計画的に推進するために、施策措置を講じるとともに、農業の

健全な発展を図るとともに、国土資源の合理的な利用を図るというふう

になっておりますけれども、その後に農業振興地域整備計画に定める事

項等で、農用地の利用計画とか整備計画等保全管理とかいろいろ書いて

あります。ですけれども、今、言いましたようにここの国土資源の合理

的な利用に寄与する農業だけではなくて、都市計画等も含めて全体的に

国土資源の効率的な利用を図らなきゃいけないんではないかなと思って

おります。この先ほど言いましたように制度の仕組みでは市町村が農業

振興地域計画を定めるというふうになっておりますけど、この地域の旭

町地域のことについては、５０年たちますけれども、何らそういうこと

がされておりません。この地域を指定に当たって、旭町の農業の実態に

ついて考えますと、将来とも優良農地として、農業保全の発展が見込め

るかどうかを考えて指定されたのかどうかということに疑問に思ってお

ります。当地域は当初から零細な小規模２種の農家の地域で、先ほども

言いましたように、日産化学が近いので、ほとんどの方が日産化学の先

祖代々、第２種兼業農家でやっておられます。後からまた言いますけれ

ども、現在では第２種兼業農家が２件、自給的農家、自分が食べるため

に農業する方等、資料２に、農家の定義からも分かりますけども、土地

持ち農家になっております。現在のところこの地域から基盤拡大や基盤

整備をしてまで、この農振地域で専業農家として農業を営むような者は

１人も見当たるような状況ではありません。また、当時から現在まで農

業を取り巻く情勢は変化しております。米国からの米の輸入、あるいは

それに伴いまして、資料の２、ここに年度別米価の推移がありますけれ

ども戦後５０年辺りの関係でここに書いてありますけれども１番右の真

ん中の辺の昭和５９年前後から米価はどんどん下がってきている状況で
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ございます。そういうな米価の状況。それから、次の資料３番目の米の

生産コストの現状、今旭町は平均すれば、全国平均等から考えますと、

小規模では到底そのコストを賄うことはできません。それからコストの

状況が資料４で書かれております。小規模の現状では当地域では農業を

営むことは今後リタイアしていくんじゃないかなと思います。それにつ

きましては、後ほどのほうで申し上げたいと思います。その５０年の間、

行政等からも当地域の農地の効率的な利用とか、規模拡大、担い手の導

入なり、育成、あるいは機械の共同利用とか地域営農団体の育成と何ら

対策を講じられていないのが実情ではないかなと思います。このままで

は、先ほど言いましたように、農地としての国土の合理的な利用にはな

っておりません。先ほども言いましたけれども、当地域を市役所の玄関

口及び小野田駅前近くの活性化のためにも都市計画等に組み入れて官民

一体で、この地域の開発に役立てて、市のマスタープラン等に組み入れ

て、農振地域から解除できるように、市議会でも審議していただきまし

てそういうふうにしていただければというふうに思っております。特に

この地域だけじゃなくても山陽小野田市につきましては、市全域で農業

振興地域を指定されておると思いますけれども、理科大やサンパーク

等々、あるいは、商店街も寂れております。そういうことも考えまして、

市全体で農振地域見直しをされることが適当ではないかなというふうに

思っております。それから、次に請願理由の説明に入ります。いろいろ

ダブると思いますけれども、これが１番、皆さんに見ていただきたい資

料の５でございます。黒線で囲んであるところが旭町農家の所在状況で

ございます。有帆川、市役所の前とここに農家一戸当たりの経営規模と

いうのがありますけれども、平成２２年ですけれども都道府県では、大

体農家一戸当たりの経営規模が１４２アール。旭町は１０アールくらい

のものです。それから、北海道で２１ヘクタール、全国平均でも２ヘク

タールぐらいなのに、その１０分の１しかないような地域を農振地域に

してされているような状況です。本当に農振地域の計画を作るときに実

際の地域の個別の状況を見て、農振地区を指定されたのかどうか非常に

疑問に思っているところでございます。それから資料の６。これが旭町
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の状況でございます。これは旭町地域に地域外、下木屋とか目出とか、

そういうところが入り耕作で入っておられるのも含めて、約２７件の農

家の方が土地所有をされております。１番から作付け氏名、除外希望。

丸が除外希望ですね。赤で書いてあるところが私が要望書を回覧なりと

地域外の方は持って回って賛同を得たところです。それから小さな１０

アール以下のところはもう実際農業されておらないとうことで回ってお

りません。だから大きなところはほとんど回ったところでございます。

これ見ていただけたら分かると思います。面積は２０ヘクタールです。

全国平均と比較してもても１０分の１以下でございます。それから、作

付けの状況でも作っておられる方はほとんどおりません。最初のうちの

３軒程度です。あとは休耕田あるいは、干拓の方に委託されております。

委託されておっても今ごろ干拓であれば、１ヘクタールの町です。です

けれども、この辺の田んぼは、１０アール、一反の１０分の１。それで、

そういう大型機械でやってもほとんど干拓の方も手間ばっかり掛かって

もうけになってないんじゃないかなと私は危惧しております。ですから、

いつ干拓の方が引き上げられてもおかしくないのではないかなというふ

うに思っております。いずれリタイアされるんじゃないかな。その方が

今やっておられますけれども、リタイアされるんじゃないかなと思いま

す。私の干拓の方に頼みました。だけども、囲繞地ということと道がで

きたら入れますかということで聞きましたところ、帰ってお父さんに相

談するということで相談されました。お父さんから私も高齢者で、もう

減らしていく方向ですので受けられませんと言われました。そういうふ

うな状況でございます。さっき、概要につきましたけどももう一度言い

ますと、２７件の所有者の内、世界農林業センサスの定義の農家の専業

農家も第 1 種専業農家も現在も５０年前にも１人もいませんでした。そ

れが実情です。当時は高泊干拓地で私の家も明治早期に武家制度の改正

で、解体で岩国の吉川藩の侍から当時の大地主を紹介されて、１０数ヘ

クタールの小作から現在に至っております。自給自足、昔は私小さいと

き、牛を飼ったり、そういうことで手伝ったりしておりました。自給自

足の昭和２０年代３０年代はそれで済んだんですけれども、今のように
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自給自足の時代から資本主義経済の発展とともに、近隣の化学工場等が

できまして、この地域の農家の世帯は、皆、第２種兼業農家に踏み出し

たのが実情でございます。世代は引き継がれ現在の世帯主も、農業機械

の対応、あるいは高齢化、世帯主の死亡、県外等への転出、採算性の面

から耕作委託なり、休耕田の状態でございます。現在、数人、耕作され

ておられますけれども、高齢者世帯で世代交代や農機具の交換時期で、

農作高校、耕作放棄をされるに違いありません。当時でも数ヘクタール

しなければできなかったのが、現在ではもう５０ヘクタール以上所有し

なければ、農業経営としての農業専業農家として世紀を維持することが

難しいのではないかなと思います。現在はもうＡＩの発展で無人トラク

ター等も発売されるような状況でございます。家から機械を操作して、

田を耕したりたり、大型農機具等でしたりするような時代でございます。

先ほども言いましたけれども、５０年間、この地域の中からも、行政か

らも、規模拡大や担い手の育成等何ら講じられていませんし、そういう

人も出ておりません。本当に優良農地であり後継者の育成、新規入植者

あるいは担い手の導入ができるような地域でも、申し出もありません。

交換分合、作業効率を上げるための基盤性もされず、ほとんどの農地の

区画は１０アール程度の田んぼの持ち主の土地持ち非農家でございます。

干拓の方が、現在、休耕田等と受託されておりますが、１区画が先ほど

言いましたように、１０アールの田んぼでございます。干拓地では、１

００アールで圃場整備等がされて、作業効率が１０アールでは非常に悪

く、労力と経費の観点からほんと収益向上につながっているか疑問で、

いつ受託を拒否されても仕方がないんじゃないかなと思います。それに

先ほど言いましたように、個別での除外申請は、農家の方々が自分でそ

の土地に家を建てるかそれぐらいしか、農振地域の除外は認めてもらえ

ません。やはり、本当にここが農振地域であるのであればいいですけれ

ども、やはり外すためには、行政が主体になって市役所を中心とした駅

前開発や市役所周辺の地域活性化のためにも開発計画等の将来計画でや

ってこの地域を農振地域から解除していただくようにお願いしたいと思

います。いずれにしましても農振地域を解除あるいは非解除に関わらず、
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この地域を袋地や囲繞地がないように、当地域の農地を交換分合なり、

あるいは買い上げ、転売等、そういう農地所有者の負担軽減を図ってい

ただけるよう措置をお願いしたいと思います。もし本当に、この地域を

農振地として残すのであれば、やはり行政が主体になって、土地の買い

上げとか１区画１ヘクタール以上の田んぼに土地改良等基盤整備をしま

して担い手を充足させるなり、そういうことが必要だと思います。そう

いうことを考えますと、当地域を農振地域として残すことに非常に疑問

に思っておりますので都市計画等につきまして、組み入れることを希望

して農振地域を外していただければというお願いでございます。以上で

ございますので、よろしくお願いします。 

 

中村博行委員長 どうもありがとうございました。以上、請願に対する説明が

終わったところでありますので、これから、質疑に入ろう思います。 

 

藤岡修美委員 補足の説明をさせていただきたいと思います。お手元の資料の

最後に都市構想図という色付き図面、これは本市が作りました、第二次

山陽小野田市総合計画の都市構想図、３６ページです。判例を見ていた

だいて、広域軸とか広域連携軸地域連携軸の下に市街地ゾーン、農地集

落地ゾーン、山林ゾーン、それから海岸ゾーンという、土地利用のゾー

ンの色分けがあると思います。街灯、今回、請願の該当地区旭町地区。

中央部にＪＲ小野田駅が分かると思いますが、線路があって中央部に小

野田駅から市民館周辺に掛けての都市拠点。赤の破線で囲んであります

けれどもこの中に含まれております。真ん中の赤の丸が総合サービス拠

点。市役所、それから小野田駅を含んだ拠点地区になっているんですけ

れども、それから、南側につけてこの図面ではよく分からないんですけ

どピンク。色分けでいうとピンクの市街地ゾーンに含まれています。大

きく分けてこの都市構想図に基づくと当然この旭町地域は市街地ゾーン

であるべき地域であります。よって、現在第二次山陽小野田市総合計画

に基づいて、まちづくりを進めておりますし、今、都市計画マスタープ

ランがパブリックコメントに掛かっておりますけれども、その土地利用
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構想も当然このように総合計画にしたがってなるべきでありますし、構

想図がそうなっております。よってこの請願どおりこの地区をもう一度、

農業振興地域の農用地から除外するっていうことを検討してしかるべき

だと私は考えております。 

 

中村博行委員長 今、藤岡委員の発言は紹介議員の立場から、補足説明という

形であったと思いますが、それを含めて、今までの御説明いただいた中、

請願者のほうへ質問をしていただきたいというふうに思います。たくさ

んの資料を揃えていただきまして、本当にありがとうございます。これ

見て改めて思ったのが、非常に極小農家といいますか、農地面積が少な

いというのには少し驚かされた部分があります。それを含めて、質疑を

お願いします。 

 

河﨑平男委員 本日はありがとうございます。参考人の林さんにお尋ねいたし

ます。この旭町の農振農用地の部分が大体、５６３アールあるというこ

とでありますよね。大体５ヘクタールぐらいあるということで、このう

ち、休耕田が２００アールくらいあるということです。大体あと残りの

３００アールは作付けしているということですか。 

 

林久芳参考人 干拓への委託が大体、概算ですけども１４４アール。 

 

河﨑平男委員 そしたらあとの６０アールは、やっぱ作付けなんかしていると

いうことですよね。 

 

林久芳参考人 この資料６を見ていただきますか。名前は消してありますけれ

ども、１番が３６アール。２番が２６アール。それから３番が２５アー

ル。それから、農振地域が外れたところがあるんですよ。そういうのは

ありますけれども。回答なしの７１アールというのがあります。これが

大きいですね。後は調査をしてないところもありますが、基本的には、

ほとんどが、休耕田なり委託ということでございます。この１番、２番、
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３番につきましても、２反、３反百姓でありまして、このようにほとん

どが自給農家なり高齢者で、機械が壊れたらリタイアしようかというよ

うな形でございます。 

 

大井淳一朗委員 資料６を見ていただきますと、林さんからお話がありました

作付けの規模、１、２、３番で４番は農振外れですので、後２４番の作

付けということでございますが、その左を見ていただきますと除外希望

ということで意向について確認をされたようです。それを見ていただき

ますと、除外を希望されている。ですから、作付けは現在しておるんで

すが、ぎりぎりの状態であるということを皆さんお含みいただければと

思います。 

 

河﨑平男委員 写真、図面を見させていただくと荒廃地はこの部分ですか。後

は皆大体休耕田。作付けという形になっておりますが、この部分は、荒

廃しているということですね。 

 

林久芳参考人 赤い線が入っていますね。赤い線の手前にグリーンのところが

ちょっとありますね。あそこが私の田んぼで２町あるんですけども、２.

５アールぐらいあるんですけども、これは昨年まで休耕田でありました。

隣の町が休耕田。それから、隣のところは干拓に移行していると。それ

からその隣は休耕田。もうやぶになっております。それからその隣、家

が手前にありますけれども、そこのところにつきましては手前のほうは

耕作されているけども、奥のほうは休耕田と。それから、真ん中の辺で

すけれども耕作は高齢者の方で４反ぐらいです。その隣はやぶになって

います。そういうような状況ですね、 

 

中村博行委員長 かなり詳しく御説明いただいておりますし、資料もあります。 

 

岡山明副委員長 資料６の部分なんですけど、これ、旭町地域内と地域外とい

うことですね。 
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林久芳参考人 旭町地域の農地、部落で言えば区切られているわけですね。先

ほど言いましたように、赤い線のところから下のほうが旭町で上が下木

屋。旭町の地域に目出の方とか、下木屋の方が土地を所有して維持耕作

されているっていうふうに思います。 

 

岡山明副委員長 旭町地域内の農家が２７世帯という数字ですが、旭町在住の

農家の方は何世帯いらっしゃるんですか。 

 

林久芳参考人 １番から１１番。ここ小計というのを書くのは忘れたんですけ

れども２９９アール。 

 

岡山明副委員長 これは１１世帯ということですか。 

 

林久芳参考人 はい。 

 

岡山明副委員長 そうすると、旭町地域方々が１１世帯、それ以外の地域の方

が１６世帯ということで、トータルで２７世帯ということで、旭町の地

域外の方のほうが、数的には、多いっていう状況だったんですね。 

 

林久芳参考人 地域外は１２番からですけれども、除外の希望が外してくださ

いと赤で丸が付いていますね。大きいところは皆回っております。大き

な方には一応顔を知っていますから回っております。 

 

中村博行委員長 住所はそういうふうに石井出から目出まで書いてありますけ

ど、農地の所有権はお持ちだっていうことですか。 

 

河﨑平男委員 土地改良区との関わりはあるんですか。土地改良区の利害の関

係は関わってくるんですか。 
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林久芳参考人 高千帆地区の土地改良区の水利費等は払っています。 

 

中村博行委員長 ですから大抵面積に応じて賦課金というのを納められている

と思うんです。それしっかり払われているということですね。 

 

林久芳参考人 それは払っておりますし、もし農振を外した場合にはまとめて

一括返還するようになっております。私もアパート等で土地を宅地化し

たときには皆一括返還しております。 

 

岡山明副委員長 ちょっと確認させてもらいます。この中で今言われたように

２７農家の中で、作付けされているのが旭町に関しては、１、２、３番

目までですね。後、旭町地域以外の方が作付けされている方が２４番の

１人と。実際、作付けされたのがこの４件で後は、委託とかもそういう

形でされているんですけど、その辺のこの地域全体５６３アール。実際

問題今されているという方の割合っていうのは出されていますか。例え

ば作付けなんか委託されているのか。そういう状況で田んぼとして機能

しているという状況が現在の面積の何％ぐらいあるか分かりますか。 

 

林久芳参考人 これから見て分かるとおり１、２、３。４番目と２４番ですね。

４番目の方は農振地域から外れているんですよ。ですから、５分の１で

すね。これもすぐいつでもはリタイアされるような状況ですね。 

 

岡山明副委員長 今、写真を見た状況の中でお話されております。見た感じで

耕作をされているような写真のイメージがあるんですが、写真を見ると、

青々している部分があるもんですから。 

 

林久芳参考人 先ほど言いましたように、干拓がやっているところもあります

し休耕田でやぶがさになっているところはそうに見えるかもしれないけ

どもそういう状況ですね。 
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中村博行委員長 写真では判断できない。この委託でありますけれども、委託

っていうのは、委託されて耕作をされているのと、委託であるけども、

休耕になっているっていうふうな表記がしてありますけれども、この委

託というのはほとんど休耕と考えていいんですか。委託とありますよね。

作付と。 

 

林久芳参考人 括弧してあるのは干拓です。それから休耕とあるのは、荒れ地

になっているところです。備考欄を見ていただければ。 

 

中村博行委員長 干拓と書いてあるのは、干拓の方に委託されてい耕作されて

いることですね。 

 

林久芳参考人 それは多分、私が知っている美祢のほうではそういう何か大き

な業者にやってもらった場合、半米とかなんかで一反につき一俵もらえ

るんですけど、この辺は無料じゃないかなと。 

 

中村博行委員長 委託をされている方っていうのは賦課金なんかは委託先の人

が払っておられるんですか。 

 

林久芳参考人 水利費は原則、土地所有者に請求しております。ただ東京とか

いう方がおられているけども、それは多分干拓の方が出しておられるん

じゃないかなと思いますけどね。実際は、農地の所有者に請求しており

ます。 

 

中村博行委員長 委員会で十分な調査せんといけないという部分があります。

また必要に応じてお話を聞ければというふうには考えますけどね。質疑

を閉じてよろしいですか。 

 

林久芳参考人 要望書を出してその回答が９日に返答いただけるとなっていま

すけども、私も注視しているんですけれども、議会は議会として執行部
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とまた考え方が違うと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

地域の皆さんの願いでございますので、これを突破口に全国的にこうい

う農振地域の見直しが広まっていくことを希望しております。それが地

域の発展につながるような形でいただければというふうに思っておりま

す。 

 

中村博行委員長 分かりました。はいそれでは質疑を終わり、終了いたします。

本日はお忙しい中、本委員会に御出席いただき、貴重な御意見を賜りま

したので、本当に心から感謝をいたしますとともに今後、本委員会での

審査に十分その生かしていきたいというふうに考えておりますので、ま

た委員会のほうから、まだ知りたいとか、お聞きしたいとかいうような

点がありましたら、また御協力のほどよろしくお願いいたします。それ

では請願についての審査を終わります。じゃ、暫時これ休憩をいたしま

す。５５分から再開をしたいと思いますので、暫時休憩といたします。

どうも本日ありがとうございました。 

 

 

午後１時５０分休憩 

 

 

午後１時５５分再開 

 

 

中村博行委員長それでは休憩前に引き続きまして委員会を続けます。それでは

審査番号６、議案第６４号平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事

業特別会計歳入歳出決算認定について執行部の説明を求めます。 

 

桶谷公営競技事務所長 皆さまこんにちは。公営競技事務所の桶谷でございま

す。よろしくお願いいたします。それでは議案第６４号平成３０年度山

陽小野田市小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算について御説明申
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し上げます。なお、お手元に決算の参考資料をお配りしております。本

日の審査の参考にしていただければと存じます。それでは、最初に、こ

れらの資料を用いて、決算の全体像について御説明させていただき、そ

の後に、決算書に基づき詳しい御説明させていただきたいと存じます。

それでは、資料１をお願いします。こちらの資料は、平成３０年度の各

場の売上状況でございます。各場、数値が３段書きとなっていますが、

中段の数値は売上げの構成比になり、下段の数値が対前年度比になりま

す。まず、表、中ほどの合計欄ですが、５場全体の売上合計になります。

７０４億４，７６８万７，２００円となり、対前年度比１０６．８％と

なり、２年連続で前年度の売上額を上回りました。売上７００億円台は

平成２４年度以来６年ぶりの到達となりました。こうした中、山陽場で

すが、黄色で色塗りしているところになります。まず、左端の開催日で

すが、上段が平成３０年度の開催日で５５日となっています。下段が平

成２９年度の開催日で４７日ですので、８日増加となっています。なお、

平成３０年度につきましては、積雪等によるレースの中止はございませ

んでしたが、落車事故による走路破損により８月１７日の第８Ｒ～第１

２Ｒが中止となりました。続いて総車券売上額ですが、９３億５，９４

２万３００円となり、対前年度比１２８．１％と大きく伸びています。

あわせて、右隣、１日の平均売上額も伸びているところです。内訳では、

本場開催はやや落ち込んでいるものの、電話投票における民間ポータル

や重勝式が大きく伸びています。続きまして、表の中央やや右にありま

す本場入場者数ですが、こちらの数値は山陽場に来られたお客さんの人

数になります。６３，８９２人、１日平均では１，３３１人となってい

ます。なお、１日平均はミッドナイトレースの開催日数を除いた数値と

なっています。他場におきましても減少傾向にあり、業界挙げての対策

が求められるところです。今後も、本場での臨場感あふれるレースの醍

醐味や魅力を発信するためにも、委託先業者と連携して魅力あるイベン

ト等を企画してまいりたいと考えています。続きまして、右隣、電話投

票利用者数ですが、売上額同様に民間ポータルと重勝式が大きく伸びて

います。また、表の半分から下には、飯塚場と山陽場におけるミッドナ
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イトの合計とミッドナイトを除いた合計、そして一番下には、ミッドナ

イトを除いた全場の合計を掲載しています。本場におけますミッドナイ

トの詳細につきましては、後ほど資料３で御説明させていただきます。

資料１につきましては、以上でございます。 

続きまして、資料２をお願いします。こちらの資料は、各種の決算数

値をまとめたものになります。まず１は、平成３０年度歳入歳出決算に

なります。歳入が９８億１，８０１万６，３３７円、歳出が１１０億７，

１５７万５，６４０円となり、歳入歳出差引不足額が１２億５，３５５

万９，３０３円となりました。この「歳入歳出差引不足額」が、平成３

０年度末での累積赤字額となります。続きまして２は、平成３０年度の

単年度収支になります。歳入は１と同じく９８億１，８０１万６，３３

７円となります。一方、歳出にはこれまでの累積赤字額つまり前年度繰

上充用金が含まれていますので、３に記載しています平成２９年度末累

積赤字額１２億６，２３１万２，９６８円を除いた、９８億９２６万２，

６７２円が歳出額になります。その結果、８７５万３，６６５円の黒字

となりました。なお、単年度収支で黒字となったのは、平成２５年度以

来５年ぶりとなります。続きまして、３は累積の赤字額になります。１

と同じ数値となりますが、こちらは、前年度からどれだけ累積赤字額が

減っているのかに着目した数値になります。平成２９年度末の累積赤字

額が１２億６，２３１万２，９６８円でしたので、この数値から、平成

３０年度の単年度黒字額８７５万３，６６５円を差し引いた１２億５，

３５５万９，３０３円が平成３０年度末の累積赤字額となります。続き

まして、４はリース料関係になります。平成２９年度末のリース料の残

額が６億９，０４２万５５４円で、平成３０年度中に７，６７１万３，

０００円返済しましたので、平成３０年度末のリース料の残額は６億１，

３７０万７，５５４円となります。なお、リース料の完済時期は、令和

８年度となっています。続きまして、５は累積赤字額とリース料残額の

２つの債務が前年度からどれだけ減っているのかに着目した数値になり

ます。なお、交付金猶予分は平成２９年度に完済しましたので、全体の

債務としては、累積赤字とリース料の２つになります。数値は、上記の
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３と４を合算したものとなり、平成３０年度末２つの債務残額は１８億

６，７２６万６，８５７円となります。続きまして、６と７は基金の保

有状況になります。６が施設改善基金、７が財政調整基金になります。

基金の積立と取崩しは基本的に予算に基づき行っています。またＢとＣ

を合算した、下から２行目の数値２，９４５万９，６１６円が、平成３

０年度に増額となった基金の額になります。この金額にＡの８，５４６

万６，６６５円を加えた１番下の金額１億１，４９２万６，２８１円が

平成３０年度の基金も含めた実質収支改善額になります。平成３０年度

につきましては、皆様の御理解をいただきながら、単年度収支におきま

して黒字、更には基金へも一定額を積み立てることができました。こう

したことも踏まえまして実質収支改善額という表現を用いさせていただ

きました。資料２につきましては以上でございます。続きまして、資料

３をお願いします。こちらの資料は、小型自動車競走事業特別会計をそ

の性質により大きく４つにグループ分けをし、それぞれの収支がどうで

あるかを仕分けた表になります。まず、１は小型自動車競走事業の根幹

をなす開催に係る収支であり、この部分が包括的民間委託に関わる収支

となります。歳入は、①の発売収入７４億８，５２１万５，８００円、

場外発売事務協力収入２億９，６０７万７，３２４円などを合計して、

合計欄にありますように７８億２，２４３万５，１２１円となりました。

歳出は、②の義務的経費であります勝車投票券払戻金、ＪＫＡ交付金な

どオレンジ色のマーカー５３億３，７９９万８，３２５円と③の開催経

費であります、選手賞金の賞典費、場外発売事務協力費、競走会業務委

託料などのその他開催経費、及び市の収益保証額４，３４６万８，０１

９円を合計した黄色のマーカー２０億１，６６３万７，５３２円と⑤の

包括的民間委託料４億６，７７９万９，２６４円、これらを合計して、

合計欄にありますように７８億２，２４３万５，１２１円となりました。

続きまして、２の開催以外に係る収支についてですが、⑦の項目の中に

黄色でマーカーしています収益保証４，３４６万８，０１９円は、同じ

く黄色でマーカーしています⑧の項目の地域公益事業８７９万５，００

２円と主に人件費であります固有経費３，０７４万２，９７４円に充当
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されます。充当された残りの残額、この表では明記されませんが、３９

３万４３円になります。これが包括的民間委託により生じた累積債務の

解消額になります。続きまして、３の重勝式に係る収支についてですが、

歳入は⑩の発売収入の１５億９２万８，０００円になります。歳出は⑪

の義務的経費であります重勝式払戻金とＪＫＡ交付金、⑫の開催経費で

あります川口他開催場への負担金、全動協への拠出金、⑬の発売業務委

託料、そして⑭の施設改善基金への積立てを合計して、合計欄にありま

すように１４億１，９３９万１，３７８円となりました。この重勝式に

係る収支は、（C）の欄になりますが、８，１５３万６，６２２円となり、

これが、累積債務の解消額になります。最後４は平成３０年度に初めて

行いましたミッドナイトレースに係る収支になります。ミッドナイトレ

ースは２月に合計７日間行いまして、⑯の発売収入は４億７，９７８万

１，６００円、１日平均ですとおよそ６，８５０万円になります。歳出

は１の開催に係る経費と同じく、⑰の義務的経費や⑱の開催経費となり

ます。また、これら経費に加えまして、⑲の施設改善金への積立１，３

５０万５２６円を計上しています。このミッドナイトレースに係る収支

は施設改善基金へ積立てしたことによりゼロとなっていますが、収益性

の高いレースとなっています。これら４つのグループの収支を整理し、

まとめたものが表の一番下になりますが、先ほど資料２で御説明した内

容と同じものになります。以上が資料によります決算の全体像の説明と

なります。続きまして、決算書の御説明に移りたいと存じます。只今の

説明と重複する内容もございますが、御了承いただきたいと存じます。

まず、決算書の５９ページをお願いします。歳入歳出決算総括表でござ

います。予算現額１１９億６００万８，０００円に対しまして、歳入額

は９８億１，８０１万６，３３７円となり、予算の執行率は８２．５％

となっています。一方、歳出額は１１０億７，１５７万５，６４０円と

なり、予算の執行率は９３．０％となっています。差引き形式収支は１

２億５，３５５万９，３０３円の赤字となりました。翌年度へ繰越すべ

き財源はございませんので、同額が不足額となります。この不足額につ

きましは、令和元年度の歳入を繰り上げてこれに充てております。続き
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まして、歳入から詳しく御説明いたします。決算書の４２４、４２５ペ

ージをお願いします。１款競走事業収入は全体で、９８億７４７万１８

８円となりました。内訳として、１項事業収入は、９４億７，８３３万

２，７４０円となりました。１目入場料収入は、特別席入場料で、２６

３万３，５００円となりました。２目勝車投票券発売収入は、山陽の本

場電話投票、それから川口場などの場間場外、サテライトでオートレー

スの発売をしている専用場外、オッズパークなどの民間ポータルでの発

売収入、更に重勝式に関わる発売収入を合計したもので、９４億６，５

９２万５，４００円となりました。この内、開催に係る発売収入が７９

億６，４９９万７，４００円、重勝式の発売収入が１５億９２万８，０

００円となりました。これから、歳出に計上しています勝車投票券返還

金１億６５０万５，１００円を差し引いた、９３億５，９４２万３００

円が、開催に係るものと重勝式の売上げとなります。なお、開催のみの

売上額は７８億７，８２０万４，３００円で、重勝式の売上額は、１４

億８，１２１万６，０００円となりました。３目勝車投票券発売副収入

は、９７７万３，８４０円となりました。続きまして、２項事業外収入

は、３億２，３９３万２，８９２円となりました。主なものは、オート

レース活性化推進事業助成金１，００３万円、場外発売事務協力収入２

億９，６０７万７，３２４円、選手会部品庫会計貸付金返戻金１，５０

０万円、損害共済金１１１万５，０３３円は、落雷による機器損害の保

険金になります。続きまして、３項財産収入は、５２０万４，５５６円

となりました。４２６、４２７ページをお願いします。財産収入の主な

ものは、１目の財産運用収入で、５１９万８，９４０円となりました。

続きまして、２款諸収入は預金利子が１４９円となりました。続きまし

て、３款繰入金は、山陽小型自動車競走場施設改善基金繰入金１，０５

４万６，０００円となりました。これは、後に歳出で御説明いたします

スタンド改修に伴う調査委託料と設計委託料に充当するために繰入れた

ものです。以上、歳入合計は、９８億１，８０１万６，３３７円となり

ました。続きまして、歳出の説明に移りたいと存じます。４２８、４２

９ページをお願いします。１款競走事業費は全体で、９８億９２６万２，
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６７２円となりました。内訳として、１項総務管理費は７，１７４万４，

７２３円となりました。本場における職員の人件費として、２節給料１，

５５４万３，６００円、３節職員手当等９２１万２，４３９円、４節共

済費５２５万３，７１０円となりました。また、２５節積立金は、小型

自動車競走事業財政調整基金積立金１，１５６円、山陽小型自動車競走

場施設改善基金積立金４，０００万４，４６０円となりました。なお、

これら２つの基金の保有状況は、３１１ページをお願いします。表の中

ほどやや下になります。山陽小型自動車競走場施設改善基金の現在高は、

表の一番右端になり、４億７，６８０万１，０８２円となりました。そ

の下、小型自動車競走事業財政調整基金の現在高は、同じく表の一番右

端になり、１億１，５９６万５，１７４円となりました。続きまして、

再度、４２８、４２９ページにお戻りいただきまして、２項事業費は９

７億３，７５１万７，９４９円となりました。内訳として、１目事業費

は、２５億１，２６５万２，４５２円で、主なものは、山陽場の場外引

受けに伴う他場の人件費として、３節職員手当等２４５万９，４５６円、

４節共済費４１８万７，２７１円、７節賃金３，３９１万１，１３０円

となりました。続きまして、１２節役務費２，７５１万２，８７２円の

主なものは、競走車運搬費１，８９５万１，２２７円、銀行業務手数料

８１０万４，３２０円となっています。続きまして、１３節委託料１３

億７，６１９万４９５円の主なものは、重勝式に関わる発売業務委託料

として、１億７，７７４万５，９２０円、選手宿泊管理委託料３，００

３万９，８２２円、競走会業務委託料２億２，２６０万６，５７１円、

包括的民間委託料４億６，７７９万９，２６４円、電話投票業務委託料

３，２１７万２，７９２円、インターネット投票業務委託料は３億２８

２万１，７２６円、場外発売運営委託料ですが、山陽場が管理施行とな

っているオートレース宇部とオートレース笠岡の専用場外に係る場外発

売運営委託料で１億７３８万８８９円となりました。続きまして、１４

節使用料及び賃借料１億２，２１９万９，３５６円の主なものは、リー

ス料返済の７，６７１万３，０００円となります。続きまして、１９節

負担金補助及び交付金は、９億４，３４２万３，９１７円となりました。
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主なものは、ＪＫＡ交付金が、１億７，６０６万８９円。特別拠出金で

すが、これは、全国小型自動車競走施行者協議会に重勝式の売上げから

拠出する特別拠出金で、１億４，０７１万５，５２０円となりました。

続きまして、場外発売事務協力費ですが、これは山陽本場開催における

他場に支払う場外発売事務協力費で、５億１，２４２万１，７２０円と

なりました。続きまして、２目賞典費は、選手賞金５億３，６１７万６，

４５５円となりました。続きまして、３目勝車投票券払戻金は重勝式分

も含めまして、６５億４，７８４万２，９４０円となりました。内訳は

備考欄にございますとおり、上段の開催に関わる払戻金が５５億１，０

９９万１，７４０円、下段の重勝式に関わる払戻金が１０億３，６８５

万１，２００円となりました。続きまして、４目勝車投票券返還金は、

こちらも重勝式分も含めて１億６５０万５，１００円となりました。続

きまして、５目公営競技対策費１，５００万円は、選手会部品会計貸付

金であります。続きまして、６目施設改善費は、１３節の委託料を除い

た、１１節需用費、１５節工事請負費、１８節備品購入費が地域公益事

業になります。まず、地域公益事業ではない１３節委託料１，０５４万

６，０００円ですが、スタンド改修に関わる経費となります。内訳は備

考欄にございますとおり、上段の調査委託料が２６４万６，０００円、

下段の設計委託料が７９０万円となりました。続きまして、地域公益事

業ですが、平成３０年度は１２事業実施しており、合計決算額は８７９

万５，００２円となりました。まず、１１節の修繕料１７万３，８８０

円ですが、みつば園の給湯設備の修理を行っています。続きまして、１

５節工事請負費４０８万８，３６２円ですが、４事業実施しています。

まつば園トイレ改修事業が２５万７，１７０円、オートレース場選手宿

舎内トイレ整備事業が１２９万６，０００円、みつば園ボイラー改修事

業が６３万４，３９２円、厚陽公民館施設改修事業が９３万９，６００

円、中央図書館放送設備取替工事が９６万１，２００円となりました。

続きまして、１８節備品購入費の内、庁用器具費７２万９，０００円で

すが、山陽勤労青少年ホームエアコン更新事業が１６万７，４００円、

文化会館空調整備更新事業が５６万１，６００円となっています。続き
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まして、機械器具費２０４万１，２００円ですが、まつば園作業棟エア

コン改修事業１２４万２，０００円、みつば園食器消毒保管庫購入事業

７９万９，２００円となっています。最後に、校用器具費１７６万２，

５６０円ですが、厚狭小学校放送設備更新事業１１３万７６０円、小野

田中学校電話設備更新事業６３万１，８００円となっています。最後に、

４３４、４３５ページをお願いします。４款前年度繰上充用金ですが、

これは平成２９年度末の累積赤字であります１２億６，２３１万２，９

６８円であります。以上、歳出合計は１１０億７，１５７万５，６４０

円となりました。以上で決算関係の説明を終了いたします。御審査のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 かなり詳しい内容も含めて詳しく説明いただきました。決算

書もそうですけれども、資料のほうが分かりやすいかと思いますので、

資料のほうの質疑から入りたいと思います。まず資料１の利用者数の集

計、この資料１の１ページからいきましょう。 

 

河﨑平男委員 売上げについては随分伸びていると思いますが。本場の売上げ

ですよね。これが、前年に比べると９２．５％ですよね。これは本場が

増えないといろんな意味でも無意味になるような気がするんですが、い

かがお考えですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 ただいま委員のほうから御指摘をいただきました。本

場開催での売上げを伸ばすこと、これが公営競技の１番の大きな使命だ

というふうにも思っております。これにつきましては本場に限らず、他

場でも同じ傾向にございます。本場に足を運んでいただけるお客さんの

層というのが大体山陽場ですと６０歳を超えております。そういった状

況を踏まえながら、いかに魅力のあるイベント、あるいは魅力のあるレ

ースを間近で見ていただいて、臨場感あふれるスピード感あふれるお客

様に納得をしていただけるレース、催し物を今後も計画をしていきたい

というふうに思っております。 
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中村博行委員長 本会議場でも同じような質問で危惧されているのが将来的に

思うと、やはり本場が１番ということでおっしゃっていますが、傾向と

しては、どういう公営競技についても電話投票等にインターネットの普

及によって移行しているかと思うんですけども、できるだけその辺の努

力をしていただきたいというふうには思います。ほかにミッドナイト

等々の数字を見て。５月に一応、同じような内容でやっていますからね。

そんなに大きく変わった数字もないと思うんですけども。 

 

藤岡修美委員 ミッドナイトについて照明設備を取り付けて、視察したときに、

若干明かりが外に漏れるんじゃないかというクレームがあったようなん

ですけどその後調整するということで、その辺りどうなったんですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 ８月１８日に地元の皆様と議会の皆様も交えまして、

見学会を開催させていただきました。その時、ただいま委員のほうから

御指摘のありましたように光が漏れているという御意見も頂いておりま

す。現在、照明につきましては調整中でございます。まずは、選手の皆

さんが安心して走れる状況、そして、公正な審判が下されるという、そ

ういった担保も必要ですし加えましてＣＳ放送で流しますので、ＣＳ放

送での見た目なんかも注視をしていかなければならないと思っておりま

す。それに加えまして、今、議員のほうから、御指摘をいただきました

ように地元の民家のあるほうに光が漏れないというのもこれも重要な要

素の一つでありますので、選手の目線、審判の目線、ＣＳ放送の目線、

地元に光が漏れないという、これらを合わせた四つの視点から、今後、

照明の調整をしていきたいというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 今の答弁からすると何か見切り発車すぎたような印象を受け

るんですが、まだ十分じゃなくてとりあえず選手の競技における安全性

っていうのがまず１番かと思うんですけど、選手の意見っていうのは、

現在のところどうなんですか。いろいろ調整されつつある中で。 
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桶谷公営競技事務所長 選手の皆様方とは随時、意見交換あるいは協議を行っ

ております。１８日に開催いたしました、見学会のときにも２人の選手

に走っていただきましたし、その後、２０日、そしてそれにつきまして

２２日にも、選手会の皆様方に走っていただきまして、模擬レースとい

う形でも行っていただいております。その中で数々の御意見をいただい

ておりますので施行側といたしましては、安全かつ公正なレースができ

る、そういった視点に重点を置きながら、現在調整をしているというそ

ういった状況でございます。 

 

中岡英二委員 この資料を見ますと、７日間で４億７，０００万円の売上げで

すが、飯塚においては３７日間開催されていますが、本市におきまして

も、それぐらいの日数を予定されているのでしょうか。 

 

桶谷公営競技事務所長 今年度につきましては、各関係機関と日程調整をいた

しまして、年間で１８日開催する予定といたしております。上期が７日

間、下期が１１日間の合計１８日間を計画いたしております。来年度以

降の開催の日程でございますが、これも現在、関係機関と調整をしてお

りましてできる限り多くの開催を確保したいというふうに考えておりま

す。 

 

中村博行委員長 話にちょっと耳にしたんですけども、暗くて斡旋拒否された

選手がいたというようなこともちょっと耳にしたんですが、事実ですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 そのような報告を私も受けております。 

 

中村博行委員長 選手のわがままと言うのではなくて、安全性がやっぱり危惧

されるんじゃないかということもありますよね。よろしくお願いしたい

と思います。 

 

岡山明副委員長 重勝式は昨年度に比べて１３０％ぐらいという状況なんです
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けど重勝式の伸び率っていうんですかね。だんだん良くなっている状況

で、民間ポータルの分も同じようにも１６０％近くという状況で、重勝

式が伸びるというか、種類はギガとか３種類ありますけど、売上額はま

だまだ増える可能性があるのかその辺はどう見られているのかお聞きし

たいんですけど。 

 

桶谷公営競技事務所長 重勝式につきましてはおかげさまで、先ほど委員のほ

うからお話がありました。成立数なんかもずっと伸びてきている状況で

ございます。今後もこの傾向は大きく続くというふうに見ております。

３０年度の実績で申し上げますとミニの成立数が７０９セットでござい

ました。前年の２９年度のミニの成立数が５２セットでしたので、成立

したセット数ではかなりの伸びを示しているという状況でございます。

平成３０年度の実績といたしまして１か月平均の売上げでございますが、

およそ１億２，３００万円で推移をしている状況でございます。 

 

中村博行委員長 今、会員数はどのぐらいいらっしゃるんです。 

 

長村公営競技事務所主任主事 ８月３１日時点で１０万９，８６３人でござい

ます。 

 

中岡英二委員 電話投票利用者数が平成２８年、４１万９，０００人。平成２

９年、４５万７，０００人で平成３０年には９２万人と極端に伸びてい

るんですけど、これは何かＰＲされたとか理由があるんですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 インターネットの投票会員数でございますが、公式の

電話投票、それから民間のポータルともに伸びております。平成２９年

度３０年度末を比べた会員数の伸び率でいきますと、１１５．９％とい

うことで順調に伸びているところでございます。それに当たるんですを

加えますと全部の合計では、１２２．５％の伸びということで、会員数

が大きく伸びているというそういった状況になっていると思います。 
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中村博行委員長 利用者数ってなっているけれどもこれは会員数じゃなくて利

用された延べ人数という意味。会員数が１２０％でこれ見ると倍増して

いるね。延べ人数やね。 

 

長村公営競技事務所主任主事 重勝式の延べ人数ということで、重勝式の成立

回数が毎日毎日成立するようになってきた関係でこれだけ数字として上

がったということになります。 

 

中岡英二委員 先ほどリース料は令和８年に返済と言われましたが、５番目の

二つの債務残高全額が完全に返済されるのはいつごろの予定ですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 あくまでも現時点の推計でございますが、令和１７年

度前後ぐらいをもって全ての赤字を解消してなおかつ、一般会計繰出し

ができるのではないかっていうふうに見ております。 

 

中村博行委員長 ３月に財政計画をいただきましたね。そのときに説明あった

と思うんですけども、早ければ令和１３年、１４年ぐらいになるという

回答をいただいております。もう一度財政計画を見ていただければとい

うふうに思いますが。決算の内容から見るとまだまだ大きな話がありま

すけどね。今いい傾向にあるんですけどそれを伸ばしていっていただき

たいと思いますが。施設改善基金についてですけれども、今度走路改修

はいつごろ予定されていますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 走路改修につきましては走路の状況を見ながら慎重に

対応していきたいというふうに思っております。おおむねあと３年から

４年は大丈夫かと。もちろん日常的な部分的な改修等は随時行ってまい

りますが、根本的な走路改修となりますと、３、４年先になるのかなと

いうふうに思っております。 
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中村博行委員長 前からコーナーによっては水がたまりやすいとか、乾きにく

いとかいうのがあったんですけど、今の状況はどうなんですか 

 

桶谷公営競技事務所長 確かに今委員のほうから御指摘をいただきましたよう

に、コーナーによっては水はけがよくない所、あるいは渇きがよくない

ところがいうのがあるというのは施行側も十分認識をしております。 

 

中村博行委員長 基本的に走路改修は５年に１回とかであったと思うんですけ

ど今は回数も少ないし、本場開催も少ないし、もっともつんじゃないか

と思うんですけども、基本的な年数っていうのは持っていますか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 大きく分けて走路改修は二つの手法がございま

して、基盤から下から全部掘り下げてする基盤改修と上面を補修してい

くオーバーレイという二つの工事がございます。おおむね業界の中で言

われているのは基盤改修でしたら７年ぐらい、オーバーレイであれば５

年ということで、このたび山陽場で直近で改修しているのが平成２７年

度９月に改修してございます。こちらに関しては、オーバーレイと基盤

工事の折衷案といいますか、一部掘って上面を舗装したということで若

干オーバーレイよりかは年数もつかなというところで考えております。 

 

岡山明副委員長 先ほど施設のことが出たんですけど、それに伴う返済ですよ

ね。この時期が今回は全然入ってないんですけど、返済がスタートする

のが工事と一緒にという形になりますか。スタンド改修等いろいろ入っ

てくるんですけどその辺の返済の時期というのは分かりますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 財源につきましては現在いろいろ模索をしている最中

でございますが、返済という表現になるか、どうなるか分かりませんが、

スタンドが解消されて引渡しを受けた時点から、そういった金額が発生

するというふうに認識しております。 
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岡山明副委員長 決算を見たら二つの負債に対する返済が８，５００万円ぐら

いで今まで１，５００万円だったのが今回は８，５００万円ぐらいの返

済で、今回は強烈だなと思っているんですけど、そういう部分で次の時

期という状況になると、充用も来年においては大分減るような状況で、

それはやはり今回重勝式とミッドナイトの分も合わせる状況になると将

来的に二つの債務の返済がしっかり前向きに進むと捉えていいですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 ただいま御質問いただきました将来に向けての方向性

でございますが、おかげさまで当たるんです、それからミッドナイトレ

ースも順調に推移をしていく中で、これまでの累積債務を解消しながら、

基金への一定の積立ても行いながら、スタンド改修を行っていくという、

そういった計画でおります。 

 

岡山明副委員長 今のこういう売上げの状況であれば、返済が８，５００万円

と積立てが４，０００万円ぐらい。トータルで１，３００万円プラスの

状況で、今の状況であれば進むという形でいいですね。（「はい」と呼

ぶ者あり）分かりました。 

 

中村博行委員長 それでは、資料３に行きましょう。 

 

岡山明副委員長 開催経費の中に賞典費があるんですが、戻金の部分で利率は

７０％と８０％の場合もあったと記憶しているんですが、ちょっと教え

ていただければ。 

 

桶谷公営競技事務所長 払戻しの率につきましては、基本７０％となっており

ます。一部のグレードレースにつきましては、払戻率を７０％から８０％

に変更して行っております。 

 

長村公営競技事務所主任主事 補足で説明させてください。今所長が申し上げ

たとおりなんですけれども、具体的に言いますとグレードレース、ＧⅡ
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以上のレースの第７レース、で賭式は２連勝単勝式のみなんですけれど

も、こちらがグレードレース開催日は毎日８０％ということで、それ以

外の賭式とレースは７０％でやっております。 

 

中村博行委員長 第７レース以降ね。 

 

長村公営競技事務所主任主事 第７レースのみです。 

 

中村博行委員長 それぞれ努力されているのはこの辺でよく分かるけどね。後、

包括的民間委託料等と市の収益保証の金額が年々変わっていますが、こ

れは年の売上げに応じてっていうことの理解でいいですね。その辺の日

写との連携ですよね。一説に何か上手くいってないんじゃないかという

話もあるのではと耳にしますが、その辺、ちゃんとした連携ができてい

るのかと。この辺の話し合いはできているということは理解できますけ

ど、開催関係で日写との話し合いは、どのぐらいの回数を、毎日開催中

はやられていると聞いたんですけど、現在はどんなですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 包括的民間委託をしています日本写真判定との業務の

連携でございますが、本場開催におきましては毎朝ミーティングを行っ

ております。本場開催以外のときにおきましても、随時、協議そういっ

たものは逐次行っておりますので、良好なパートナーとしてうちのほう

は一緒に業務をやっているというそういう認識でおります。 

 

中村博行委員長 日写とは重勝式とかあるいはミッドナイトにおいても重要な

連携をせんといけんような状況ですよね。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

岡山明副委員長 委員長からもお話あったんですけど、地域公益事業の分です。

８００万円ですけど、これは例えば売上げに対してもう少し市に貢献す

るという形でとこの辺はもう大体頭は決まっているんですか。 
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桶谷公営競技事務所長 特に売上げの何％とかっていう一定の基準を設けてい

るわけではなく、毎年の一般会計予算編成をする中で協議をして、金額

を決めているという、そういった状況でございます。 

 

中村博行委員長 この事業においては企画とかそういったほうからのという回

答をいただきましたね。担当課のほうではなしに企画等々にいろいろ市

民から、寄せられる要望、それに答える形で企画のほうが精査して、一

応前から１，０００万円ぐらいの予算っていうことで言われていたんで

すけども、今回８００万円ということやけども。１，０００万円ぐらい

の計算をされておるということでいいですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 年度によって若干金額の変動はございます。例えば、

今年度、令和元年度につきましては予算額でいきますと、１，５００万

円というふうになっております。 

 

岡山明副委員長 令和元年度は１，５００万円とのことで例えば１，５００万

円に決められた根拠はあるんですか。私は売上げに対してのある程度市

に貢献という数字が出てくると思うんですよ。何をもって金額をはじか

れるかちょっと聞きたいんですけど。 

 

桶谷公営競技事務所長 先ほど委員長が申されましたように全体の事業の内容

を決定するのは、一般会計を所管しております、企画部門でそういった

決定をいたしております。どうしても我々では全体の中での事業の優先

度であるとか、そういったものにつきましては分かりませんのでそうい

った業務を日常的に担っている企画サイドの目から見て、こういった事

業が地域公益事業に適しているんではなかろうかっていう、そういった

判断の下で、毎年、事業選択をしているという状況でございます。 

 

岡山明副委員長 やはり売上げに準ずるような形というか、そういう公益事業
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に私は踏み込んで行くべきと思うんですが、副市長はどう思われますか

ね。 

 

古川副市長 こういうような公営ギャンブルというか、オートだけではなく、

競馬また、ボートレースもこういうような経費を売上げを一般会計に入

れて、地域のまちづくりに貢献するということで、スタートしておると

いうことは御承知のとおりだと思います。本来ですと売上げが今、ボー

トレースが大変景気良く下関市とか周南市は、何億一般会計に入れたと

いうのも新聞紙上をにぎわしていたと思うんですけど、今、副委員長が

言われたとおりの決め方をするのも筋かもしれませんけど、やはり売上

げにも変動がございます。また、所長が申しましたようにどんな事業を

するというのは企画財政サイドのほうが、いろんな市民からの要望、ま

たそういうような施設からの要望を吸い上げておりますので、どれに充

当するというのを協議する中で、今回も１，０００万円から１、５００

万円に上げたのはミッドナイトを今後続けていく、また重勝式も少し増

えておるということの中で協議の中で、５００万円をオートのほうにお

願いして、一般会計のほうにいただいたというような形で今後ずっと、

平均的にこのように数字が計算できれば、今おっしゃったような率でと

いうこともございますでしょうけど、やはり、今後とも、１年、２年の

売上げ等を推移する中、また、どういう事業に充当をする事業があるか

っていうのを出と入りではないんですけど、それを勘案する中で決めて

いきたいというふうに考えておりますので、できるだけこのように売上

げが増えて、一般会計の繰入れと申しますか、事業に重点をできる額が

伸びればというふうに思っておりますのでその辺で御理解いただけたら

と思います。 

 

岡山明副委員長 副市長からありましたけどオート事業は、今回ミッドナイト

も開催されるという状況の中で地域住民にもある程度負担を掛けている

という状況も照明の部分であると思います。そういった意味では売上げ

に対して、ある程度地域の公益事業に売上げの何％ではないんですけど、
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その辺は今後、目に見える形で金額をはじいていただきたいと、それは

私の要望でいっておきたいと思います。 

 

中岡英二委員 決算に関わる重要な施策の成果の中で５２ページに地域公益事

業これ１１億円でやられていますけど、これと関連していることですか。

決算額が８７９万６，０００円というのが出ていますが。 

 

古川副市長 それが平成３０年度の地域公益事業でございまして、令和元年度

は、１，５００万円ほど予算では計上しているというでございます。 

 

森山喜久委員 資料３の分で２の開催以外に係る収支、今の地域公益事業の上

なんですが、リース料です。７，６００万円と。昨年までは半分ぐらい

の計上だったというふうに思っていますが、これはミッドナイトとかそ

ういった部分をやった分なのかどうなのか、その辺の説明をお願いしま

す。 

 

桶谷公営競技事務所長 リース料の支払いにつきましては今、委員がおっしゃ

られた通り平成２９年度は、３，８３５万６，５００円ということで現

在の金額とは変わってきております。これにつきましてはリース料の支

払い先でありますオートレース振興協会と協議をいたしまして、なるべ

く負担のないような形で金額を平準化するということで、協議をさして

いただいておりまして、現在このような形で償還をしているというそう

いう状況でございます。 

 

中村博行委員長 それでは決算書を追っていきましょう。最初、ざっとありま

したけど、歳入歳出に行きましょう。４２４、４２５ページ。 

 

河﨑平男委員 勝車投票券発売収入ですが、年々増えておりますよね。主な要

因は何ですか。 
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長村公営競技事務所主任主事 平成３０年度の売上げ増加の要因につきまして

は、まず一つは大きく当たるんですの発売収入が約１５億円ということ

で、前年度比で約１４億円ほど増加しております。こちらが大きくなっ

たものになります。もう一つはミッドナイトオートレースを７日間、試

験的に開催したことでこちらも４億８，０００万円ということで、この

二つが大きく上がった要因になります。 

 

河﨑平男委員 ４２５ページの払戻時効収入、これも年々増えておりますね。

どうしてなんですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 年々増えているという状況ではなく、若干増えている

かなということで売上げが伸びればそれに応じて時効で収入が増えると

いうそういった構図になっておりますので、そういった要因はあるのか

なというふうに思っております。 

 

中村博行委員長 ４２４、４２５ページはいいですか。さっきの落雷破損って

いうのが説明にあったんですけど。損害共済で。これ実際にあったんで

すか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 実際に落雷があったのが、平成２９年度になる

んですけれども、平成２９年度に管理地区に誘導雷ということで、競走

に必要なフライング判定装置とか審判のカメラとかがあるんですけれど

も、あそこまで雷が入ってしまった影響でその機器補修を平成２９年度

中に対応して、実際に入ってくるのが平成３０年度になったということ

で、落雷の被害がありました。 

 

中村博行委員長 ４２６、４２７ページ。次行きましょう。４２８、４２９ペ

ージ。 

 

森山喜久委員 ２の事業費、１事業費の８の報償費なんですけど、１９節から
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流用されて１００万円という形になっているんですけど実際、負担金と

か補助とか出す予定だったのが報償費として出すような形になったんで

しょうか。どういった経緯か教えてもらえますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 この１００万円につきましては選手会のほうに支払っ

ております。平成３０年度にミッドナイトレースをするに当たりまして、

全く初めての新規の事業でございましたので、選手会のほうからいろい

ろとアドバイスをいただきながら、ミッドナイトレースを導入したとい

う経緯がございますので、そういったものも含めての選手会の支払いと

なっております。 

 

河﨑平男委員 ４２９ページでありますが、競走事業費で不用額は７億１，０

００円ありますよね。主な要因はなんですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 内訳として大きいものは入として見込んでいた

売上げが決算としてこういう数字が出てきたので連動して払戻金がその

分減っているというところが７億円のうちの１番大きな要因だろうかと

思います。 

 

中村博行委員長 売上げに連動したということでね。 

 

河﨑平男委員 売上げ連動というんやったら補正予算で補助すべきじゃないで

すか。 

 

桶谷公営競技事務所長 補正予算となりますと最終の補正予算が、３月議会と

なりますので、３月議会に上程をするとなりますと１月の中旬ぐらいに

は数値を固めるというそういった作業になります。そうしますと２月、

３月にやはり大きなレースを控えておりますと、なかなかこの辺り（「え

えよ、分かった」と呼ぶ者あり） 
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中村博行委員長 最終的な売上げがはっきりせんからね。 

 

河﨑平男委員 事業費のところで役務費、この１，２６３万７３７円。この不

用額の主なものはなんです。 

 

長村公営競技事務所主任主事 銀行業務手数料が備考欄に８１０万円ほど上が

っておるんですけれども、こちらが山陽本場で本場開催を行う場合に、

これまでは各場外で売っていただくための資金をお送りしていたんです

けれども、全場が入金機という形で自前の資金を持ち始めたことで、送

金が不要となったことで、銀行業務手数料が不要になったということに

なります。 

 

河﨑平男委員 この本場の資金というか、当日の１日当たりはどのぐらいなん

ですか。本場でやるとしたら。 

 

長村公営競技事務所主任主事 こちら山陽場でありましたら約８，０００万円

ほど準備をしておれば大丈夫かと。 

 

中村博行委員長 それでは４３０、４３１ページ。 

 

河﨑平男委員 ４３１ページの負担金補助交付金の不用額１億２，５６８万８

０，８３円。この主なものは何ですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 こちらの不用額につきましても、基本的に売上げに連

動して一定の率をお支払いするというそういった負担金が多くございま

すので、そういったところが不用額につながっているというふうに見て

おります。 

 

中村博行委員長 ４３２、４３３ページ。 
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岡山明副委員長 勝車の返還金。これはそれぞれの分が重勝式と分けてあるん

ですけど、これは両方とも同じようになっている、これ見たら重勝式の

ほうが売上げに対してパーセンテージがちょっと高いような感じがある

んですが、違いっていうのはどういうふうになりますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 重勝式のほうで返還金が生じますのは、もともと重勝

式は後半の上がり４レースを対象としたと車券の購入となりますので、

通常の一般のレースの返還金に比べては少ないというふうなそういった

構図になっております。 

 

長村公営競技事務所主任主事 一点補足させていただきます。返還金が発生す

る場合がレースが不成立になった場合とか、出場する選手が欠車によっ

て、一つの車番が欠けたとかという場合に発生します。それに当たって

重勝式に関しましては、毎日発売しておりますので、例えば発売した後

に対象レースが１レースでも不成立になりますと全額返還になりますし、

対象レースの誰か１車が欠ければその分だけ返還という形になるので、

返還に会う確率としては日数を多く売っているので多いんですけれども、

不成立とかそういう欠車の状況によっては、額がどちらが大きいか難し

いところがございます。 

 

中村博行委員長 ということは、重勝式の後半４レースでその中の１レースで

も欠車が出たら不成立ということですか。 

 

岡山明副委員長 不成立というより欠車になったレースの欠車分が関わる車券

のみ返金して、重勝式は成立するんじゃないですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 ２パターンございまして対象レースが一つでも

不成立になってしまった場合は四つの組み合わせを持っている番号は全

て無効になりますので、その場合は丸々全部返還という形になります。

副委員長おっしゃられているのが例えば一車欠けましたというときは、
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例えば第９レースから１２レースまでで売っているんですけども、９レ

ースの１号車が欠車になりましたという場合は、７掛ける８掛ける８掛

ける８で発売しますので、その９レースの１号車に関する車券をお持ち

の方には返還という形になります。 

 

岡山明副委員長 １人欠車があると重勝式の場合は、掛け算が一つ減るんじゃ

ないですか。成立はするけど金額的に少なくなるという状況ですか。（「そ

の通りです」と呼ぶ者あり） 

 

河﨑平男委員 予備費を補正予算計上して１億１，５７２万４，０００円を計

上。これはどういう具合ですか。補正までして使っていないということ

でどういう理由があるんでしょうか。 

 

桶谷公営競技事務所長 予算を編成するに当たりまして、例えば補正予算が出

たときにどういった形で調整をするかということにとなります。一つが

現在我々がとっている手法は予備費で調整をするという手法。一方、基

金で調整するという手法もございます。この小型会計の特別会計につき

ましては従来から予備費で調整をするという手法を取っているという、

そういったことでございます。 

 

中村博行委員長 要は補正で上げているのに全然使ってないというところに納

得がいかんけど、それはどういうふうに説明されるかということです。 

 

桶谷公営競技事務所長 基本的に予備費で計上しておりますのは基本、収益と

いうふうに御理解いただいて大丈夫と思います。 

 

中村博行委員長 最後の４３４、４３５ページ。繰上充用ね。あと全体で聞い

ておきたいことがあれば。 

 

河﨑平男委員 ２、３聞くんですがミッドナイトレースの照明の関係で４コー
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ナーから漏れるということで、圃場がある中で今頃ちょうど出穂期じゃ

ないですか。影響あるんじゃないかという声が上がっているんですが、

どうなんですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 照明に関しては、随時照明が点灯した以降、レースの

開催日まで何度何度も調整を繰り返してきております。その調整を繰り

返す過程の中で一時期、照明の一部が農作物に当たっていたということ

はございました。しかしながらそれは調整をいたしまして現在では、農

作物に照明が当たるという事案は生じておりません。 

 

河﨑平男委員 中村売店が経営がなかなかうまくいかないと。そういった中で、

先日、役員会で地域にとっても初めは反対されて、迷惑施設ということ

で、中村売店がオートレースに参入しておりますよね。そういった中で、

運営が厳しい、もう撤退寸前だっていうことを聞いておりまして、この

件について、相談されたら何か対応されるのかお聞きしたいですが。 

 

桶谷公営競技事務所長 ただいま中村売店のお話をいただきました。中村売店

の役員とはこれまでに何回かお話をさせていただいております。現在の

ところ、現在の状況で頑張るというふうなそういった力強いお言葉もい

ただいているところでございます。売店の運営につきましては、非常に

本場にとっても売上げを伸ばすためにも必要な重要な食堂というふうに

認識をいたしておりますので、申し入れがございましたら十分御対応の

ほうはさせていただこうというふうに思っております。 

 

河﨑平男委員 農地の関係です。駐車場はいろんな意味で課題があるんですが、

どこまで進捗というかいっているんですか。所有者との話はできている

んですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 駐車場の問題につきましては、先の５月の委員会のと

きにも、ちょっと御説明をさせていただいておりますが、将来にわたっ
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て解決をしていかないといけない重要な課題の一つであるというふうに

は十分認識をいたしております。しかしながら、これを前に進めていく

前にまずはミッドを軌道に乗せる、そして走路改修をする、そしてスタ

ンド改修をする、そして、管理地区の管理棟である、あるいは、選手宿

舎である、そういった改修を進めていく中で、この土地の問題を解決を

していきたいというふうに考えております。 

 

河﨑平男委員 違うんじゃないですか。もう随分オートレースの駐車場につい

ては権利も変わっているし延ばすほど難しくなるんじゃないんですか。

どこまでっていうのがオートレースだけじゃないじゃないですか。埴生

地域のまちづくりにも関わってきますよ。埴生駅の無人化なり、いろん

な問題もある中で、執行部のトップとプロジェクトチームぐらい作って

ですね。これは喫緊の課題なんですよ。所有者の人も困っていてそれか

ら市にとっても、売上げにとっても大変な持ち出しではないですか。悠

長にしておる問題ではないですよ。早く進めてください。どうお考えで

すか。 

 

桶谷公営競技事務所長 駐車場の土地につきましては、契約の当事者がいらっ

しゃいますので、契約の当事者の御意見も尊重する中で、解決のほうに

していきたいというふうに思っております。（「いつするんか」と呼ぶ

者あり）やはり交渉のテーブルに乗るに当たりましては、やはりそれな

りの原資といいますか、資金が必要となってまいりますので、それらの

目安が立たないとやはりその辺りは厳しいのかなというふうに思ってお

ります。 

 

河﨑平男委員 将来計画はないの。あくまでもずっと駐車場で行くわけ。違う

じゃろう。そのまま放っておくんか。 

 

桶谷公営競技事務所長 契約事でございますので契約の当事者の御意向も尊重

しながら進めていきたいというふうに思っております。（「早めにして
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くれ」と呼ぶ者あり） 

 

中岡英二委員 先日の議会報告会の中で、本当駐車場の近くに住んでおられる

方が来られてすごく迷惑を感じているということを言われていました。

確かに契約上のものですから、すぐすぐにはならないと思いますけど、

そういう近隣の方の心情も考えられて、毎日毎日そういう広い駐車場の

中で起こることがすごく迷惑に感じ不安に感じているということは言わ

れていました。その辺、心にとめて、河﨑議員が言われたようにできる

だけ早く解決してあげたらと思います。 

 

中村博行委員長 駐車場についてはもう何年も前からずっと課題にはなってお

ります。それで優先順位ということで先ほど河﨑委員のほうから指摘が

ありましたが、結局、所有者の所在が分からなくなってくると、手続が

大変になる。そうなる前に早くこの問題に手を付けていかないとという

ような意味合いが当然含まれているんですよね。それともう一点駐車場

で言うならば、現在駐車場に対してどのぐらい市から持ち出しがあるの

か。金額的なものが分かれば。 

 

桶谷公営競技事務所長 駐車場の賃借料につきましては包括委託料の中で、支

払っているという、そういった状況になっております 

 

中村博行委員長 それが幾らかっていうこと。 

 

桶谷公営競技事務所長 平成３０年度決算額でおよそ１，０３０万円になって

おります。 

 

中村博行委員長 結構な金額になるね。やっぱりそれも含めて検討してくださ

い。駐車場は大きな課題なんでできるだけ早く解決してもらわないとと

いう部分があります。それから先ほど売店の話が出ていましたけど、フ

ァンによっては、売店の閉店される時間が早過ぎではないかというよう
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な声があるんですよね。帰りに何か買おうと思ったら閉まっていたとか

いう話があるんですが、この辺の現状把握っていうのは、そういう声を

聞いてはいないですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 具体的な声は私どものほうには届いていないん

ですけれども、委員長がおっしゃるとおり平成２９年度かその昨年度か

どうかはっきり覚えてないんですけれども、場内で運営されている食堂

３者の方で、非常にちょっと状況が厳しくなってきている中、今までで

すとナイター開催中は例えば午後８時までやっていたところを午後７時

で終わらせてくれないかという相談とかもあったりして、現実に１時間

早めたりもしております。ただ、実際声が届いてないんですけれども各

売店のほうにも話を聞いてみたりしたいと思います。 

 

岡山明副委員長 収益保証と包括民間委託料、契約金額は幾らでしたか 

 

桶谷公営競技事務所長 予算上では、包括の委託料が６億２，０００万円で、

市の収益保証が６，０００万円でございます。 

 

岡山明副委員長 ６億２，０００万円と、６，０００万円という状況になって

いるんですけど、決算書の中でいくと両方ともまだそこまでいってない

という状況なんですが、その辺はどう考えたらいいですか。事業として

は二つの負債の分がだんだん返済されておる状況の中で、包括ともう一

つは収益保証の部分がまだまだ戻ってないという状況があるんですが、

それに対してどう捉えていますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 分かりやすく申し上げますと、売上げが伸びてないと

いうそういった一言に尽きると思っております。 

 

河﨑平男委員 開催時の問題でありますが先日台風で開催が中止になりました

ね。そういう中止決定はどこまででどういうふうに調整されるんですか。 
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桶谷公営競技事務所長 レースを中止するかどうかの最終的な決断者は開催執

務委員長ということになっております。（「どこまで連絡した」と呼ぶ

者あり）レースの中止が決まった時点で各場あるいはＪＫＡとかも含め

て関係機関には連絡をしております。 

 

河﨑平男委員 関係機関って具体的にどこ。 

 

桶谷公営競技事務所長 経済産業局の中国局、ＪＫＡ、全動協、市の部局もそ

うですし、そういったところには連絡をいたしました。 

 

河﨑平男委員 民間委託である日写には連絡されなかったということですか。 

 

桶谷公営競技事務所長 もちろん日写とともに業務を遂行しておりますので、

中止を決定したその部屋の中には当然日写の方もいらっしゃいます。 

 

森山喜久委員 福田の県道に投票券をばらまいてというふうな形の分とか言わ

れたんですけれど、実際は昔であれば、先ほどの駐車場とか場内とかに

も、外れ券とかばらまいたという形もあったけど、最近ちょっと福田の

県道でばらまきが何回か続いたというふうな話、私のほうは耳にしたん

ですけど事務局のほうは何かそういった情報入っておりますか。 

 

桶谷公営競技事務所長 ただいま、委員のほうから言われた事案につきまして

はうちのほうも承知をいたしております。警察に連絡をしておりますし

場内では特警あるいはそれら従事をする関係の部署には注意をするよう

にという指示を出しております。 

 

森山喜久委員 そちらのほうの対応よろしくお願いします。後もう一件なんで

すけれど、埴生駅からオートレース場に直接つながるあの橋ですよね。

橋のところで雨樋のところが外れて、雨漏りをしているというふうな形

も含めて橋自体の耐久性は大丈夫かというふうな話も聞きながら、そう
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いったところの点検をしたことがあるのかないのか。雨漏りの関係とか

だったら、計画的な修繕というのもあるんでしょうけど、そういった形

の計画があるかどうかちょっと教えてください。 

桶谷公営競技事務所長 ただいま御質問をいただきました、埴生駅から本場に

渡っている陸橋でございますが、御指摘をいただきましたようにかなり

老朽化をいたしております。私どもも心配になっておりましたので、こ

の夏に土木課と建築住宅課の職員の専門的な見地から、現場のほうを見

ていただいております。そういった中で助言をいただく中で、今後の維

持管理をしていこうというふうに考えております。 

 

森山喜久委員 ぜひお願いします。 

 

中村博行委員長 それでは全般でよろしいでしょうか。（「なし」と呼ぶ者あ

り）それでは質疑を終わります。討論ありますか。（「なし」と呼ぶ者

あり）討論がないようですので、採決に移ります。議案第６４号平成３

０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて賛成の方は挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 したがいまして、議案第６４号は認定すべきものと決しまし

た。お疲れでした。ここで、若干の休憩を挟んで５５分に再開しますの

でここで暫時休憩いたします。 

 

午後３時４２分 休憩 

 

午後３時５５分 再開 

 

 

中村博行委員長 それでは休憩前に引き続きまして委員会を続けます。それで
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は審査番号７番、議案第６２号平成３０年度山陽小野田市下水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について、執行部の説明を求めます。 

 

井上下水道課長 それでは、平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計決

算について、説明の前に一つお断りを申し上げます。委員の皆様も御承

知のとおり、平成３１年４月から公営企業会計に移行したことに伴い、

平成３０年度は３月末で打ち切り決算としております。従いまして、従

来であれば当年度分として計上しておりました出納整理期間中の収入は

収入未済額に計上され、支出は不用額に計上されておりますことを御了

承ください。それでは、平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計

決算の歳出の主なものについて御説明致します。決算書４０２、４０３

ページをお開きください。１款下水道事業費１項下水道事業費の支出済

額は９億７，１９１万２，７９８円です。１目下水道事業一般管理費の

支出済額は７，４７５万２，０６１円で１３節委託料４０万４，６２４

円は、シルバー人材センターに下水道使用料の徴収を委託した費用のう

ちの１１か月分です。不用額１，９０７万５，３７６円の主な内訳は、

公営企業法適用化支援業務委託料１，３７１万６，０００円と公営企業

会計システム構築業務委託料３９０万８，７３６円、下水道事業会計消

費税申告等処理業務委託料９７万２，０００円の未払金です。１９節負

担金、補助及び交付金２，３４８万１，１０９円の主なものはまず、水

洗便所改造資金利子補給金が１５万４，８８９円です。また、水道局に

下水道使用料の賦課徴収を委託していますが、その負担金２，３０４万

４，７３０円です。２７節公課費の１，５６０万２，６００円は、消費

税及び地方消費税です。続きまして、２目施設管理費の支出済額は３億

９６万８，７６９円です。主なものといたしまして４０４、４０５ペー

ジをお開きください。１１節需用費６，５７２万５２７円の主なものは、

まず、小野田と山陽の水処理センター２か所、高千帆、竜王、厚狭の中

継ポンプ場３か所及び若沖雨水排水ポンプ場等の電気料及び水道料４，

５３７万１，３６２円、また、２か所の水処理センターやマンホールポ

ンプ場等の機器の老朽化に伴う修繕料として１，７８８万１，１８２円
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です。１２節役務費２，７７７万７２円の主なものは、二つの水処理セ

ンターの汚泥処理手数料２，６５５万７，４１６円で、どちらも環境衛

生センターで処分しています。１３節委託料１億７，２７１万８３１円

の主なものは水処理センターのポンプ場等の維持管理委託費用ですが、

小野田水処理センターは株式会社日本管財環境サービス山口営業所に１

億２，１２０万８，４００円で山陽水処理センターはフジ総業株式会社

に６，６５４万６，０００円で委託しております。管渠維持管理業務委

託料５２万９，２００円は、合流処理区域における雨水桝の清掃業務委

託料です。不用額２，１１１万７，１６９円の主な内訳は３月分の水処

理センターのポンプ場維持管理業務委託料１，６０７万５，８００円の

未払い金です。３目水質管理費の支出済額は６５６万２，９２１円です。

１３節委託料３９万９，８１６円は、産業廃棄物分析業務を株式会社太

平洋コンサルタント西日本営業部に委託したものです。１８節備品購入

費３６万３９６円は、水質管理に必要なポータブル溶存酸素計や分析用

天秤等機械器具の購入費です。続きまして４目下水道建設費の支出済額

は５億８，９６２万９，０４７円です。４０６、４０７ページをお開き

ください。１３節委託料２，１３４万７，２８０円は、調査設計業務委

託２件分の委託料です。また、不用額２，２６８万７，９４０円のうち

１，９６８万７，３２０円は、公共下水道施設ストックマネジメント計

画策定業務委託の平成３０年度分の未払金です。１４節使用料及び賃借

料２９２万３，４５２円の主なものは機械器具借上料の２８９万５，１

１２円で、これは、土木積算システムや数量計算システム、公用車のリ

ース料です。１５節工事請負費の支出済額４億９，０９６万３，０４０

円で、汚水幹線管工事４件が１億４，６９２万８，５２０円、汚水枝線

管工事８件が３，８４６万５，７２０円、処理場工事５件が１億７，９

０７万８，８４０円、その他附帯工事等に係る経費７８３万４，３２０

円です。平成２９年度からの繰越明許分につきましては、汚水幹線管工

事２件が４，６０１万２８０円、汚水枝線管工事６件が５，３９７万１

６０円、ポンプ場工事１件が１，７４３万３，２００円、その他附帯工

事等に係る経費１２４万２，０００円です。２２節補償、補塡及び賠償
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金２，６６７万１，６１３円は水道管、ガス管等の移設に伴う補償費で

す。２款公債費１項公債費の支出済額は、１７億３，４５７万９，６７

４円です。１目元金２３節償還金利子及び割引料１４億５，２０８万１，

３７２円は、地方債元金償還金です。続きまして４０８、４０９ページ

をお開きください。２目利子２３節償還金利子及び割引料は、２億８，

２４９万８，３０２円で、地方債利子償還金です。３款予備費について

は、支出はありませんでした。以上、歳出合計は２７億６４９万２，４

７２円です。続きまして、歳入について説明します。３９６、３９７ペ

ージをお開きください。１款分担金及び負担金１項負担金１目下水道負

担金は調定額２，８５４万４，０４７円に対し、収入済額２，３９２万

４，８１７円となっています。内訳は、１節現年度分収入済額が２，２

４９万３，６０７円で収納率９３．４２％、２節過年度分収入済額１４

３万１，２１０円で、収納率は３７．１９％です。２款使用料及び手数

料１項使用料１目下水道使用料は、調定額６億８，５６５万２，９３２

円に対し、収入済額５億６，６０７万８，２９３円となっています。内

訳は、１節現年度分収入済額が５億６，１２５万１，７７２円で収納率

８３．５２％、２節過年度分収入済額４８２万６，５２１円で収納率４

０．６２％です。２目財産使用料１節財産使用料の収入済額５１万８，

６０６円は下水道用地内の電柱等の占用料です。３款国庫支出金１項国

庫補助金１目下水道事業費国庫補助金１節下水道事業費国庫補助金の収

入済額は、２億８，５７２万１，６３０円です。４款繰入金、３９８、

３９９ページに移って１項一般会計繰入金１目下水道事業費繰入金１節

下水道事業費繰入金は１１億１，９００万円です。内訳は、下水道事業

費繰入金１０億６，６５８万７，８０３円、下水道建設費繰入金５，２

４１万２，１９７円を繰り入れています。５款繰越金１項繰越金１目繰

越金、１節繰越金は３６８万２，４５２円で前年度からの繰越金です。

６款諸収入３項雑入１目雑入１節雑入の収入済額は５０万３，８１９円

で、主なものは、日本下水道事業団主催の研修に対する負担金の助成と

して山口県市町村振興会から１３万円、保険会社から下水道賠償責任保

険金として２６万７，０５４円です。４項消費税還付金１目消費税還付
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金１節消費税還付金１８２万２，４００円、並びに４００、４０１ペー

ジに移って２節還付加算金７，５００円は、平成２９年度決算に係る消

費税及び地方消費税確定申告に伴う還付金と還付加算金です。７款市債

１項市債１目下水道建設事業債１節下水道建設事業債の収入済額は２億

６，８６０万円で、内訳は一般債・補助分１億６，７６０万円、一般債

単独分５，９１０万円、特別措置分１，１５０万円、繰越明許の一般債

補助分７３０万円、一般債単独分２，３１０万円です。２目資本費平準

化債１節資本費平準化債は４億５，７４０万円です。３目公営企業適用

債１節公営企業適用債は１，８５０万円です。８款財産収入１項財産売

払収入１目物品売払収入１節物品売払収入６７万２，００５円は、水処

理センターや中継ポンプ場の長寿命化工事等で発生したスクラップの売

払い収入です。以上、歳入合計は２７億４，６４６万６，２２２円とな

りました。続きまして、４１１ページの実質収支に関する調書ですが、

歳入総額２７億４，６４６万６，０００円に対し、歳出総額２７億６４

９万２，０００円で歳入歳出の差引額は、３，９９７万４，０００円、

繰越明許費繰越額は６１７万６，０００円を翌年度に繰り越し、実質収

支額は３，３７９万８，０００円となりました。続きまして、山陽小野

田市の平成３０年度末の公共下水道整備状況について報告いたします。

事業認可区域は、１，５１０．９ヘクタール、平成３０年度の整備面積

は８．１３ヘクタールで、平成３０年度末の整備済面積は１，０７０．

５１ヘクタール、普及率は５４．１％となっています。平成３０年度中

の水洗化は５３戸、その結果、水洗化戸数は１２，３５４戸、水洗化人

口は３０，８１７人となっております。以上、よろしく御審議のほどお

願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので説明あった順でいきましょう。４０

２、４０３ページの歳出のほうから随時質問してください。 

 

河﨑平男委員 下水道事業費の中で繰越明許費が１億３，０５６万３，２８０

円。どうして繰越明許をされたんですか。 
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井上下水道課長 繰越しの主なものは、４０６、４０７ページの下水道建設費

の委託料及び工事請負費でございます。平成２９年度に終わらなかった

事業につきまして、平成３０年に繰り越した工事等でございます。 

 

河﨑平男委員 これは国の事業ですかね。いつごろ交付決定が下りるんですか。 

 

井上下水道課長 交付決定そのものは７月ぐらいに下りますが、工事は順番に

出していくもの、それから、現場によってすぐに工事に出せないものも

あります。今、国の方針としまして１年中工事を発注して業者が、今ま

ではどうしても年度っていうのが４月、５月に出して３月に終わるとい

うことで、上半期の特に第１四半期に工事がなくて業者のほうも含まれ

ていうのもありましたので、平準化して工事が発注できるようにという

ところもございまして、年間で計画を立てております。 

 

中村博行委員長 それでは４０４、４０５ページから。４０６、４０７ページ。

ストックマネジメントについてどういう進捗状況なりどうなっています

か。 

 

藤岡下水道課技監 現在ストックマネジメント計画を策定業務委託を平成３０

年度後と令和元年度で行うように予定しておりまして、今、下水道の施

設の状況資料、現況の資料を集めまして、その状況等、それからその施

設の持っているリスクというものを検討いたしまして、リスク評価を行

っているところでございます。 

 

中村博行委員長 それを基に今度、公会計に移行したときにそれが重要なもの

になってくるというふうな理解でいいですか。 

 

藤岡下水道課技監 今後、そういった維持管理をしていくに当たって、効率的

に行っていくためのベースとなるものでございます。 
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中村博行委員長 それでは４８０、４０９ページ。予備費関係。それでは歳入

のほう行きましょう。３９６、３９７ページ。 

 

河﨑平男委員 不納欠損額、６１万８，９９０円、それと１７９万２，６９７

円、この内容っていうのは。 

 

西﨑下水道課管理係長 下水道課西﨑と申します。１款分担金及び負担金の不

納欠損額６１万８，９９０円と、２款使用料及び手数料の不納欠損額１

７９万２，６９７円、これは両方とも５年の消滅時効によるものでござ

います。 

 

中村博行委員長 要するに未払いで５年たったということやね。 

 

河﨑平男委員 件数は分かるんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 負担金が８件で６１万８，９９０円。使用料が２５９

件で１７９万２，６９７円です。 

 

中村博行委員長 不納欠損にならないような手だてといいますか、そういった

ことは、どういうふうな具体的な方策をとられていますか 

 

西﨑下水道課管理係長 平成２３年から水道局と徴収の一元化をしております。

以降、収納率が９９％の後半ぐらいいっていますので、基本的に現年の

未収金というのは、それ以降かなり減ってきておりますので、不納欠損

に上がっているのは徴収一元化する前のものが若干残っておりますので、

それらが不納欠損として上がっております。この不納欠損額も年々下が

ってきておりますので、例えば平成２８年度でいうと７００万円ぐらい

あったのが、使用料でいうと１７９万まで下がってきておるという現状

でございます。 
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中村博行委員長 ３９８、３９９ページ。 

 

藤岡修美委員 諸収入で３の雑入で、下水道賠償責任保険金２６万７，０５４

円入っているということは何か事故があったんですか。 

 

藤岡下水道課技監 下水道課藤岡です。この件につきましてはサンパークの道

路のマンホールの鉄蓋がちょっとがたつきがありまして、それを前の乗

用車が踏んだのが跳ねて後ろの車に当たったという事故がありまして、

それについて保険で対応したということで、そのあとすぐ新しいものに

変えています。今の蓋はマンホールの本体と蓋をアンカーボルトで留め

てあるんですけど、古い蓋はそういうアンカーボルトとかがなかったの

で、今回、全部それを取り除いて、アンカーを打ち直して新たに蓋を設

置しております。 

 

藤岡修美委員 研修助成金がありますが、これ何人ぐらい研修に。 

 

西﨑下水道課管理係長 ３人分でございまして、行った研修によって金額が違

うんですけれども、３万円が１人、５万円が２人の合計１３万円となっ

ております。 

 

中村博行委員長 ４００、４０１ページから何か。そしたら資料を含めた全般

の中から聞いてください。 

 

河﨑平男委員 下水道建設事業の関係ですが、整備区域の拡充、縮小はマスタ

ープランとの関わりがあるが、考えはどうなんですか。 

 

熊川下水道課計画係長 下水道課の熊川です。下水道の整備について汚水処理

構想というのがありまして、汚水処理整備構想で下水道整備するのと、

それから農業集落排水で整備するのとそれから合併浄化槽で整備するの

とそのエリアを決めまして、それぞれで整備していくというような構想
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を立てます。その中で、下水道が整備するエリアというところを全体計

画区域という下水道の計画区域を定めます。その中で、おおむね５年か

ら７年で整備するエリアとして事業計画区域というのを定めて、現在整

備しておるところでございます。都市計画マスタープランとの関係です

が、都市計画決定されたところ、都市として整備していくところに、下

水道の公共下水道として下水道の計画を決定しておりますが、今後用途

地域等の関係も含めて調整していく必要があろうかと思います。 

 

中村博行委員長 管路が老朽化を相当していると思いますけど、その管路の更

新は計画的にずっとされていくということでいいですか。 

 

藤岡下水道課技監 管路の老朽化につきましては一番ひどかったところってい

うのが埴生から挿管で厚陽に来ているんですけれども、ここが挿管の出

口ということで、硫化水素の発生によって管自体が何か肋骨が出たよう

な鉄筋がむき出しなような状態のところがありました。これについては

平成３０年度工事で平成３１年度に繰り越しましたけれども、そこを補

修しております。その他については、公園通りとか最初にやったところ

というのが多少は老朽化はしているんですけれど平成に入ってから以降

の管路というのはほとんど塩ビ管でやっておりますので、管路自体は今

の厚陽が終わったので、今すぐ急いでというものはございません。 

 

岡山明副委員長 午前中、水道のほうの話を審査したんですけど、そのときは

資料があったんですが、今はまだ公営企業に切り替わってないからなん

でしょうけど、資料の中で下水道事業が今どういう状況なのかというの

が、資料を貰っているんですがよく分からないんですよ。例えば今、年

間の決算金額が出ています。そういう状況で水道だと売上げと公債が幾

ら残っているのか、そういう部分が幾らあるかという、全体的にどうな

んだという下水道の運営自体の分かるような資料はありますか。 

 

井上下水道課長 この４月から公営企業会計に入りましたので、今まで特別会
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計なので、従来の資料でお願いさせていただきましたので、来年度の決

算からは今の水道の企業会計のようにしなければいけませんし、説明も

しなければならないと私も午前中聞いていて、来年スタートが大変だな

と思うところなんですけども水道事業会計に倣って整えてまいります。 

 

中村博行委員長 今の質問ですけども公債費の残額っていうのが分かりますか。 

 

井上下水道課長 公債費は平成３０年度末現在高は１７２億７，８０６万円、

約１７３億円でございます。ちなみに平成２９年度末が約１８０億円と

お答えしております。 

 

中村博行委員長 平成２９年度のときには、今おっしゃったように残が約１８

０億円。そして平成っていうことになっていますが、令和８年ですか。

これで１２７億円になる予定であるというふうな答弁をいただいていま

すので、またこれは今年度予算的には、損益計算書から貸借対照表とい

う形で説明いただきました。また、次回からそういう形になるというこ

とで、もっと内容が把握できるのではないかという気はいたしておりま

す。 

 

中岡英二委員 先ほど普及率というとこで質問があったと思うんですが、私も

平成２６年から平成３０年に掛けて普及率がほとんど上がってないと。

県と比較したら、県は６０何％も上がっていますけども、将来、この数

字が上がっていくのかいかないのかお聞きします。 

 

井上下水道課長 普及率はここ３年ぐらいは年０．５％ぐらいの伸びしかでき

ておりません。かつては、年１％というのを目標にずっと整備をしてお

ったんですけれども、一番の原因は昨年度まで国の補助金が要望額の６

割程度しか付かなかったということと、長寿命化計画が始まりまして、

施設の長寿命化工事のほうに多くのお金をつぎ込まなければならなくな

ったこと。それまでは施設をどんどん造っていくというほうの建設のほ
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うが主だったんですけれども、長寿命化のほうにもかなりお金を使わな

ければいけなくなったということで、新設のほうにお金が割けなくなっ

てきたというのが一番大きな原因でございます。 

 

中岡英二委員 そうした理由は以前聞いた覚えがありますが、それを踏まえて、

普及率は延ばすのかそれとも現状維持なのか。 

 

井上下水道課長 今後の整備方針としまして、より効率のよい整備の手法、具

体的には、大きな団地で現在、集中浄化槽を付けておられるような団地

につきましてどこも今、集中浄化槽が老朽化してきて更新をしなければ

いけないという状況もある中で、そういう団地を目指して重点的に整備

をしようと考えています。具体的には、共和台、南平台、上の郷、それ

から青葉台、こういったところを整備して、今、本山地区の南松浜の団

地も平成３０年度に事業認可区域を拡大しまして整備というような形で

組んでおりますので、そういう形に切り替える中で伸ばしていければな

と考えております。 

 

河﨑平男委員 人口減に伴って下水の関係の負担金、使用料等については増加

があり得るんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 使用料の人口減少に伴う減少なんですけれども、今の

ところを普及率の伸びによる使用料の増のほうが上回っておりますので、

先ほど課長が申した大型団地の取り込みによって、使用料が増加する予

定なんですけれども、人口減少よりは普及率の増加による使用料の増の

ほうが多いという試算をしております。 

 

中村博行委員長 それだけ普及してないということでね。 

 

岡山明副委員長 水道局はアセットマネジメントでそういう更新が１．２５％

８０年間で１００％の更新ができるという数字が出ているんですけど、
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下水道課もそれだけ老朽化は進んでないという、水道管みたいに破裂は

進んでないと思うんですけど、そういう部分でこっちはストックマネジ

メントという状況で進められているんですけども、そういう意味で管路

の老朽化に対応できるような毎年幾らそういう配管に金を掛けると。そ

ういったコンスタントな計画は立てられていますか。 

 

井上下水道課長 長寿命化計画を立てるときに、ある程度施設の更新について

は平準化してできるようにと考えておりますし今やっております、それ

に続くストックマネジメントについても、今後何十年間かの更新順番を

定め毎年の更新費用を平準化してやっていこうという計画をまさに立て

ておるところでございます。ピークで来るのは同じところに作っていま

すのでどんと来るのはあるんですけれども、それはできるだけ平準化し

て、負担にならないようにということで進めてまいります。 

 

岡山明副委員長 水道と違って国も市も両方出ている状況で、国のほうからの

補助が、大体申請に対して６割ぐらいという話だったんですが、それが

今後６割でキープされれば今後、１７３億円に対しての返済っていう形

ができるんでしょうけど、国から入ってくる金額的な部分は今後変動は

ないのかその辺りの状況はどうですか。 

 

藤岡下水道課技監 今の社会資本整備総合交付金ということでやっておりまし

て、その計画が今年度までで終わります。来年度から新しい計画になっ

ていくんですが、管渠とかの未普及対策、これは従来どおり社会資本整

備交付金の重点計画ということで計画を作るようにしています。理場等

の改築工事の関係については、防災安全交付金というのがありましてこ

ちらで計画を立てようと考えております。そして今までは６割ぐらいし

か付かないという状況があったんですけど、これは社会整備の交付金の

ほうは、ちょっと付きが悪いといいますか、国のほうも防災とか安全の

ほうに重点を置いていますので、今度処理場とか改築工事については、

防災安全交付金のほうでいきますので、県のほうとかいろいろ聞いてみ
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ますと、大体７５％程度、要望に対して付くというようなことで聞いて

おります。 

 

藤岡修美委員 高千帆地区で雨水排水で下水でポンプ場を作って云々っていう

計画があったように思うんですけど、その後どうなったか。 

 

熊川下水道課計画係長 短期中期長期という計画を平成２６年度に高千帆浸水

対策事業、基礎調査ということで計画を立てさせていただいたんですが、

まずは短期整備ということで、水路の排水能力が低いようなところを整

備するということで進めておりまして、ポンプの整備については、今の

とこまだ整備のほうには至ってないという状況でございます。 

 

岡山明副委員長 今の高千帆地区のそういう浸水対策を私も住民の方から大分

話を聞いている。今回も秋雨前線の状況で家への浸水はなかったけれど、

使う道路が浸水しているという状況があるんですけど、その予算の部分

の話を聞いたときに６０％が７５％という状況の中で、ある程度、浸水

に対する汚水も当然あるでしょうけれど、浸水の部分に予算をつぎ込む

というのは今の状況じゃ厳しいですか。高千帆台のそういう浸水対策、

短期中期長期という形で最終的に話をされたら、結構お金があるという

状況の中で、今のポンプじゃ５０ミリとか、３０ミリとかも耐えられな

いようなポンプの状況なんですけど、今の高千帆の排水ポンプの容量は

どのぐらいありますか。その部分をお聞きして予算の話も、お聞きたい

んですけど。 

 

井上下水道課長 横土手にある農林水産課所管のポンプは４．５トンのポンプ

が３台と０．４トンのポンプが一つで合わせて１３．９トンという排水

能力があって足らないということなんですけれども、公共下水でやるに

は汚水の整備と雨水の整備、同じメニューで同じ補助金の中でやらなき

ゃいけませんので、汚水を本気でやると雨水を絞らなければいけないと

いうのが現状でございます。総額を市の予算の中で企業会計ではあるん
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ですけども、増やしていけばどうか分からないんですけれども、特に雨

水につきましては料金収入がありませんので、補助金とそれから起債で

返していかなきゃいけませんので、その辺についてはもっと効率のよい

整備はないのかというのも来年再来年に認可の見直しもやりますので、

そこでも合わせて考えております。 

 

岡山明副委員長 お金が当然掛かるんですけど、住民として雨が今後こういう

台風とか来たときに１時間当たりの雨量が、例えばニュースで出たとき

に皆さん情報を得ると。そういう中で３０ミリとか５０ミリとかそうい

う数字が出てくると思うんですよ。それで高千帆地区の分は３０ミリな

ら大丈夫だと。ポンプの容量からいくと大丈夫だというそういう部分で

その辺の調査をして、浸水対策の部分も地域住民の方々が安心する目安

として災害に対する避難勧告という状況がありますので、その辺で目に

見える形でほしいなと思います。それだけちょっと調べていただきたい

なと思います。要望です。 

 

中村博行委員長 よろしいですかね。（「はい」と呼ぶ者あり）では質疑を打

ち切ります。討論ありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論がありま

せんので採決に移ります。それでは議案第６２号平成３０年度山陽小野

田市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について賛成の方の挙手を求

めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第６２号は認定すべきも

のと決しました。続けていきましょう。はい。続けて審査番号８番、議

案第６３号平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について説明してください。 

 

藤岡下水道課技監 議案第６３号平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業
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特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６３号は、平成３０年度山

陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についてです。

説明の前に一つお断りを申し上げます。委員の皆さんも御承知のとおり、

平成３１年４月から公営企業会計に移行したことに伴い、下水道事業特

別会計と同様に、平成３１年３月末で打ち切り決算としております。し

たがいまして、従来であれば当年度分として計上しておりました。出納

整理期間中の収入は、未収入額に計上され支出は不用額に計上されてお

りますことを御了承ください。それでは、歳出の主なものについて説明

します。決算書４１８、４１９ページをお開きください。１款農業集落

排水事業費１項農業集落排水事業１目農業集落排水事業一般管理費の支

出済額は１，７０１万８，９７２円です。内訳は、１１節需用費９２５

万５，０５０円の主なものは、小野田西地区、仁保の上地区、福田地区

の処理施設の電気、水道料などの光熱水費が６０５万８，２２２円です。

修繕料２５０万５，８４６円の主なものは、小野田西地区のマンホール

ポンプの逆止弁の修繕費用及び福田地区のマンホールポンプのポンプ本

体の修繕費用です。１２節役務費４９万５，６７８円は、通信運搬費、

４５万９，４２９円が、処理施設、ポンプ施設の非常通報装置の電話回

線使用料、手数料３万３，０００円は浄化槽の法定検査手数料です。不

用額１５万７，３２２円の主なものは、通信運搬費の２月、３月分、１

０万４，６８１円の未払金です。１３節委託料４６２万２４０円の主な

ものは処理施設維持管理委託料４６１万６００円で、小野田西地区、仁

保の上地区及び福田地区の農業集落排水処理施設の維持管理に係る委託

料の前期分になります。年間委託料は、小野田西地区が６６６万９，０

００円、仁保の上地区１１７万１，８００円、福田地区１３８万２，４

００円で、小野田西地区と仁保の上地区は、株式会社小野田公衛社、福

田地区は合資会社山陽清掃社に委託しております。不用額４９８万７６

０円の主な内訳は、処理施設維持管理、委託料の後期分、４６１万１，

６００円と公営企業会計適用化業務委託料３８８万８，０００円、シス

テム開発委託料９７万７１８４円の未払金です。１９節負担金、補助及

び交付金は１２６万８，４０４円で、水道局に、使用料賦課徴収を委託
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した負担金です。２７節公課費の支出額は、消費税及び地方消費税１３

７万９，６００円です。２款公債費１項公債費の支出済額は６，０３６

万２，７９９円です。内訳は、１目元金２３節償還金利子及び割引料は、

地方債元金償還金として４，９１８万５，００６円を支出しております。

２目利子２３節償還金利子及び割引料は、地方債利子償還金で１，１１

７万７，７９３円を支出しております。３款の予備費の支出はありませ

んでした。以上、歳出合計は７，７３８万１，７７１円です。続きまし

て、歳入について説明します。４１４、４１５ページをお開きください。

１款使用料及び手数料の収入済額は２，１５９万２，３４１円です。１

項使用料、１目農業集落排水使用料は、調定額２，６１５万５，８９１

円に対し収入済額は２，１５９万２，３４１円です。内訳は１節現年度

分の収入済額２，１５４万１７９円で収納率は８２．６７％となってい

ます。２節過年度分は収入済額５万２，１６２円で収納率７３．０７％

となっています。２項手数料はございません。２款繰入金、１項一般会

計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金は５，８２１万１，

０００円を繰り入れしております。３款繰越金１項繰越金１目繰越金、

１節繰越金１６万２，９９６円は前年度からの繰越金です。４款諸収入

はございません。５款市債、４１６、４１７ページに移って、１項市債、

１目公営企業適用債１節公営企業適用債は４８０万円です。以上歳入合

計は、８，４７６万６，３３７円となりました。４２１ページをお開き

ください。実質収支に関する調書ですが、歳入総額８，４７６万７，０

００円に対し歳出総額は７，７３８万２，０００円で、歳入歳出を差し

引き、実質収支額は７３８万５，０００円となりました。続きまして山

陽小野田市農業集落排水の平成３０年度末の各地区の水洗化の状況につ

いて報告します。小野田西地区は水洗化戸数５２３戸で水洗化人口１，

２００人、仁保の上地区は、水洗化戸数４９戸で、水洗化人口１２１人、

福田地区は水洗化戸数７２戸で、水洗化人口１６７人となっています。

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明を終わられましたので質疑に入ります。それじゃ歳出の
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ほうからいきます。４１８、４１９ページ。 

 

藤岡修美委員 下水の役務費で手数料が２，６００万円程度あって汚泥処理に

係るもの説明があったんですが、集排の汚泥処理はどうなんですか。 

 

藤岡下水道課技監 これは業者に委託を維持管理委託をしておりますけれどそ

の委託料の中に含まれております。 

 

中村博行委員長 三つの施設の現況といいますか、老朽化とか以前ほどそうい

った経費が掛かってないような気はしておりますけどどういう状況です

か。 

 

藤岡下水道課技監 処理場の中の小さいものを舗装して修繕費と上げておりま

すけど、大きいものはございません。一番ひどいのは毎年行っています

けど小野田西地区の処理場の状況が悪いということで、これにつきまし

ては、今年度と来年度で公共下水の接続事業をやっておりまして、一応、

令和２年度末には切替えができるんじゃないかと予定しております。仁

保の上地区と福田地区につきましては、実は平成２３年度に機能診断と

最適整備構想の策定というのを農林水産課のほうでやっておるんですけ

ど、最適整備構想っていうのはストックマネジメント計画と同じような

ものなんですけれど、そのときに、特に目立った老朽化はないというこ

となんですが、それからもう８年経過しまして当然機械ですから年が経

つごとに良くなるわけなく、ずっと悪くなっていくということもありま

すので、来年度以降にもう一度、最適整備構想の見直しをかけて、１回

平成２３年度に詳しくやっておりますので、今度は簡易診断ということ

で、余りお金が掛からない方法でもう一度診断をして、整備構想の見直

しをかけて、農林省の所管になりますけど、機能強化事業に乗せて、特

にマンホールポンプの故障とかありますので、そういうのも最適機能強

化事業に乗りましたら補助事業としてもできますので、その辺りを来年

度から考えていきたいと思っております。 
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中村博行委員長 時間が５時になりましたけど、時間延長を宣言いたします。

もう全部いきましょう。４１４、４１５ページ。項目別に詳しく説明が

ありましたのでよろしいですか。そしたら資料含めた全般で聞いてくだ

さい。 

 

河﨑平男委員 農集の実施地区は３地区でありますけど、今後、圃場整備をさ

れる地域が出てきますが、農集の事業を実施するかどうか啓発等を含め

て、どう考えていらっしゃるんですか。 

 

井上下水道課長 基本的には市内全域の汚水施設、処理構想の中で考えてまい

りますけれども、特に言われておりますのは効率化、整備の費用対効果

とか言われていまして、個別の合併浄化槽の整備のほうは特によく進ん

で補助も付いておりますので、農業集落排水事業の新規っていうのは、

今はもうないと聞いております。 

 

中村博行委員長 ほかにはいいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは質

疑を打ち切ります。討論ございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論

はありませんので、採決に移ります。議案第６３号平成３０年度山陽小

野田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について賛成の方の

挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第６３号は認定すべき

ものと決しました。それでは本日の産業建設常任委員会の審査をこれに

て終了いたします。月曜日は９時から再開いたしますので参集をお願い

たいします。 
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午後５時３分 散会 

 

 

令和元年９月６日 

 

産業建設常任委員長 中 村 博 行 


